
Title 労働移動の概念に就いて
Sub Title
Author 藤林, 敬三

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1941

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.35, No.11 (1941. 11) ,p.1319(1)- 1361(43) 
JaLC DOI 10.14991/001.19411101-0001
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19411101-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


.妒ぃ. 丫 l _ — i > i .N _ _ i _ .i n u ^ t M w y w 1w n r T )n n g n m M W M
. ♦  ‘

一九七ニC45)33H話衾. ^1_L llfc： i l l  bffj I M 區芝市京坩 O八一八S—賴麵IfiX  fl)x f f l 腿 ^  -  ノ ニ田5

寄、？？

 

X 

* 

n
 

.

令
I
.
丨

/

小
湯
三
太

S

V永
田
浦
，獎
井
馒

.
A郎 
>宮
猗
友
毅
.竹
が 

f

.加

田

^

1

_
 

,

錄
朗
龍
兒

.
•加
.藤
元
彦

•
昆
野
和
七

•
富
辑
文

•
泪
內
武
3

 
•輩
勝
彦 

E
 

#
 

- 

I

議

渚

r

s
琢
磨
r
田
黑

1
J
T戶鞠
牠
¥

|

%
郎
•間
崎
趸

r
林
變

規
判
格
»

列
6

號 

紙
裝
總
六
二
六
頁 

定
價
ニ
圓
六
0

錢 

內

地

送

料一

四
錢

學
生
に
勘
所
を
摑
ん
だ
_
書
の
仕
方
を
傳
へ
て
や
0

た
い
。
讀
み
應 

へ
の
あ

る
良
#

を
知
ら
せ
て
や
り
た
い
。
さ

ぅ
し
た
小
泉
慶
大
總
長 

,

の
意
を
帶
し
た
加
田
博
士
を
は
じ
め
何
れ
劣
ら
ぬ
讀
書
好
4

な
新
進 

の
敎
授
が
、
各
自
專
門
と
す
る
部
門
に
つ
い
て
硏
究Q

方
法
と
良
著 

の
解
題
に
勉
め
た
、
阈
民
と
し
て
の
敎
養
の
た
め
の
一
指
標
、
云
は 

'
?
ば
現
代
的
意
義
に
お

け

る「

堪
問
の
す
、
め
.

」

.で
あ
る
。
換
言
す
れ 

ば
壤
問
と
書
籍
と
若
い
諸
君
に
對
す
る
篆
情
が
本
書
を
作
り
.な
'1

>た 

と
い
べ
や
ぅ
、
支
那
文
學
か
ら
自
然
科
學
ま
で
、
.擧
げ
ら
れ
た
文
献 

ニ
千
餘
部
は
、
選
り
す
ぐ
ら
れ
た
る
師
友
と
し
て
、
諸
君
の
生
活
■
 

成
上
に
將
來
必
ず
寄
與
す
る
と

こ

ろ

あ

る

も

の
>
確
信
す
る
®

I

第

一

部

讀
#

論
」

j
.

 

^

1
 

* 

1

^

1

 
ニ

I
.

第U

部
人
生
の
書

I

-

.

B妾

學
•
支
那
文
手
續I
 

-

雇

•
甚

霊
•
西

洋

豪

I

I

第
-

部
國
民
の
書

':
.1

1

第

四

部

趣

味

の

書

.
1

I
.

美
..術
4
;
3學
».

演
藝
.
映
搨I 

4
.

 

I

 

•大
|
^
<敷
.
深
5

小
說
••
«••

•«
(

•

S

.
ス
キ
I •

X

ポ
I

ッ■

训

.,

.

.

.

.

.

.

.

第
五
部
.
.學

問

の

書

I;

I
:

純
濟
學
•
社

羣

*

政

治

學

I 

一.

'法
律

®!-

•
歷

羅
•
自

然

輩

I

"
• 

如

*
e
$
l
e
*
e
m
$
$
#
8
*
l
f 

$
x
s
$
«
*
*
e
?
e
e
5
e
»
5
»
e
«
e
»
*
»
e
*
-
e
*
e
e

.

‘、/
H、
龄
働
移
動
問
題
の
所
在

‘ 

-
.

.
 

、
ノ 

.

,

»

^

_
纖
歡
氍
ば
姆
遷
策
的
觀
亂
と
坐
產
政
策
齡

_

5
畜 

ノ
\ :

四
、
_

營
|

的
觀
黏
に
淳
る
_勞
働
移
励
問
題
‘ 

'
へ 

.

.

.
/ H

T

國
民
經
濟
的
觀
點
哝
於
け
4

勞
孤
移
励
問
題
と
勞
働
移
動
問
題
，の
限
宠
ぐ 

.

六
、'
勞
働
移
励
-の1,

般
的
獎
芯
と
移
励
の
諸
形
態
：

、

，
.

.

ハ
气
現

在

の

.勞
働
移
勝
題
の
中
心

-

-

 

, 

• 

捕

諭

，本
_

八
月
號
に
於
け
る
_
拙
稿
の
部
分
的
前
.班

“
 

. 

f

移
動
の
概
念

1

扒
て



勞
働
移
動
の
概
念
に
就
い
て
. 

I
V

 

.

, 

. 

' 

■ 

• 

V 

' 

f
 

,

•

 ;

 

r

 
.

 

. 

-

.

 

•

ハ

.

'

 ■

ハ

'
.
-

:■

 ,

 

.

 

‘

. 

-
™
.

菩
が
國
で
澈
常
バ
勞
働
移
動
し
と
い
は
れ
る
の
は
、
r*
p
o*
o

r t
u
r
n
o
v
e
r

或
は
.
.

M
o
b
i
l
i
t
y

 

o
f

 

l
a
b
o
r

と
い
ふ
の
に
相
當
ず
.る
と
考
へ 

ら
れ
で
ゐ
る
。
し
.
か
し
こ
の
.外
國
語
‘
.の
.場
ん
ロ
に
も
、
亦
吾
々
-C
o
-
.場
合
■
に
も
、
と
の
.
言
葉
は
必
ず
し
も
適
當
で
あ
る
と
は
思
へ
な
い
®

1 

蓋
し
，•努
働
は
人
を
離
れ
て
#

し
得
な
い
の
で
あ
つ
て
，1

從
，つ

て

一
-

ま
た
勢
働
.が
移
動
す
る
と
い
ふ
表
現
自
體
は
、
必
ず
し
も
正
確 

で
は
な
く
、
適
當
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
.

寧
ろ
勞
働
移
動
は「

勞
働
者
移
動」

と
い
は
れ
る
方
が
、
.或
は
幾
分
か
ょ
り
適
切
で 

あ
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
ま
た
察
實
こ
,<
D

や
う
に
'い
は
れ
る
こ
と
は
‘決
し
て
珍
^

し
ぐ
访
な
.
い
。
し
か
し
今
度
は
' 

勞

働

嗔

移

動

と

.
い 

ふ
凝
合
に
は
、
例
へ
ば
ノ
此
處
に
次
ぎ
の
や
う
I

問
題
も
含
め
て
考
•

へ
ら
れ
る
こ
と
X

な
る
。
肌
ち
、
そ
の
住
居
か
ら
工
場
.へ
の
勞
働

V

.

.
'
. 

Vパ'
.
.

■ 

-
'
'
.
.
:
■
■.
 ̂

. 

.

.

.
V
. 

ニ
ー
.

.

.

.
'
.
:
-
-

:.
.
-ぺ
：.
-

'

■

■

.

■

-

者
の
通
勤 
>
:ま
た
，匕
れ
.と
爹
^
铋
分
ば
關
噺
ず
る
尤
と
^

あ
る
ー
が
。

時
に
取
り
擧
げ
；fb
'

れ
る
こ
へ
と
が
あ
る
.。
そ
し
て
こ
の
や
う
な
問
題
の
.取
り
擧
げ
方
は
、
主
，と
し
て
都
市
、
或
は
農
村
社
會
學
に
於
い
：て 

取
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
るC

註
ニ)

。
6

れ
等
の
問
題
が
社
會
學
..の
問
題
と
せ
ら
れ
‘石
所
以
は
'

い
ふ
ま
で
も
な
く
、
，そ
れ
が

'

般
に
社
‘

會
生
活
を
營
#

人
問
.の
、活
動
と
し
て
の
、
廣
い
意
味
で
の
動
き
-
-
移
動——

と

し

て

^
.あ
つ
て
、、
從
つ
て
問
題
そ
れ
自
腭
は
此
處
で

,
は
必
ず
：し
'1
>
勞
赃
者
杧
限
ら
れ
^

譯
け
で
は
な
-<
,
,''
'
'

1
-

般
社
會
人
め
、
更
ら
；に
廣
乂
綜
合
的
'に
1
.定
の
人
：ロ
：の
社
會
的
移
動
と
し
て
の 

'考
察
に
：ま
で
：達
先
名
。
纪
め
#

う
.な
社
會
擧
| 1
:::ー#
ゆ
人
ロ
擧
的
奮
に
對

限
定
.せ
ら
れ
た
も
の
.で
'あ
つ
て
、
そ
れ
は
一
定
の
勞
働
力
の
保
持
者
と
し
て
の
、
い
ひ
換
へ
れ
ば
、
生
產
.と
の
關
聯
を
考
慮
.せ
ら
る
べ

, 

.

.

.

.

.

. 

.

V
、：

 

.

1

.

.

.

 
.
.
. 

- • 

• 

- 

. + 

: 

»

•
.き
：人
間
と
.
し
；

H

の
、
^

働
者
に
就
い
て
r

あ
る
o

'.

そ
机
故
.
に
右
の
や
•
う
な
社
會
學
的
考
察
.か
ら
、
.
.

一
,

應

著

：々：

の

問

題

を

；
區

別

し

，
て

置

く
 

方
.が
寧
ろ
適
當
で
'
あ
ら
う(

.註

.
6

。

こ
の
や
う
に
考
_へ
机
ば
;'

吾
々
の
間
題
は
勞
働
者
移
動
で
は
な
く
て
.'
-

^

働
沩
移
動」

七
い
ゆ
れ 

.

て
も
い
\

か
も
知
れ
故
い
0

'

し
か
し
問
題
が
常
に
：人
：間
：に
關
聯
し
ズ
ゐ
る
以
上
は
、
.
ご

の
.
や
う
、に
い
は
れ
る
こ
と
も
最
善
，で
ぁ
る
‘と
は

.
'以
上
の
如
べ
、
吾
'々
：：の
：問
題
で
あ
る
-|
'
勞
嫌
移
動」

は
^

に
用
讅
セ
多
少
不
適
歡
の
'點
も
耖
り
>
し
 

語
も
さ
ぅ
潭
純
に
は
決
定
し
簸
ね
る
。
し
，か
し
元
亦
用
語
.は
#

.々
の
科
學
的
硏
究
の
丄
、
ク
の
.方
便
に
-過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
且
つ
私
自 

身
が
今
此
處
.で
間
題
と
レ
ょ
：ぅ
ど
す
^

の
は
、
單
に
用
静
4

の
事
柄
で
は
な
い
'の
ー
で
-;
右
に
述
4

...

.
- 

へ
'
；,
.

V
.

.
-

: 

'
ツ'
、
.
，
'
:
.
.
-
' 

-
.
.
.
V
'
:

、
へ'.
.
.
.
:
'
* 

.

■

-

-

- 

.

.

. 

- 

: 

- 

、

- 

h 

■ 

..

. ' 

/ 

.
 

/

 

... 

-*■
-

.

'■
-」

-

- 

V 

; 

(0

..:保

有

者
'-
-
從
4

て
ま
た
生
龍
：ど
：'の
關
聯
に
.於
い
.て
考
慮
.せ
ら
る
べ
き
奔
と
し
て
の
勞
働
者
の
移
動
を
問
題
，と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

'

.

.

.

.

.

.

.

.
 

. 

.
'

.

 

ノ
 

V 

'
,
•

••
. 

V
.
- 

マ-
.
-
• 

.

..
•
<
1
2
: 

•
+ 

.

.

.

.

.

.

. 

:
:
-
*

を
忘
れ
な
い
以
上
核
、
從
來
の一

般
の
，憤
例
.に
從
つ
て
'、
鞞
ら
く
熒
働
移
動
と
し
て
問
題
を
展
開
し
て
行
つ
て
も
•い
V

で
あ
ら
ぅ
。

,
か
く
て
先
^

猫
^

:

勞
働
後
動
で
基
本
的
，
,
1
;般
的
特
質
> ;

し

巧
':
-
.
1
'定

.の

勞

働

ヵ

め 

實
か
ら
、
出
發
す
る
t

と
.が
妥
當
で
あ
る
と
，考
へ
る
。
し
か
し
こ
の
點
か
ら
出
發
す
る
と
、
後
に
も
述
べ
る
や
ぅ
に
、
其
處
玟
は
論
理 

的
に
は
當
然
河
成
.]
)

多
く
の
間
題
：塞

含

，准
ら
a

る
^

i
 

V
.
な
：り
::
:
'

「

し

か

灰

そ

の

內

：
に
，
は

紙

：に

別

^
^

ゐ

る

も

：
の
^

あ

る
,0

そ
し
：て
.特
贮
之
の
：&

の
_

題
社
相
當
舊
-:
<

か
ら
問
舞
と
ザ
ら
れ
て
來
て
ゐ
：：る
^
に

動

あ

，
問

題

上

：し

_て
：知

ち

れ

：
ズ
：
ゐ

.る

も

の

；
は
1

太

如

つ

：
：て
.も(

.尙
ぼ
此
處
^

发
色
；々
：な
問
敏
が
等
し
，く
勞
働
移
動
と
も
：て
'取
り
擧
げ
ら 

れ

る

，の

で

あ

，る

が

—

比
較
的
に
新
し
いO

「

勞
働
移
働」

と
し
て
問
題
が
诹
り
擧
げ
ら
れ
た
，の
が
何
時
頃
か
ら
で
患
る
か
を
正
確
に
考 

證
す
る
.2
:

と
.は
、
今
此
處
で
の
し
私
め
問
題
.で
.
.は
な
^

が
、'
私
の
知
つ
_
て
ゐ
.石
限
り
で
_は
、

一
九
〇
八
.、
九
年
以
後
數
年
間
に
亙
つ
て
行 

は
れ
兔
、
: ^
^

^:
§

政
策
學
會
0.
-:
'

夫
エ
業
諸
瓿
_

吃
於
が
;2
>
.勞
働
者
の
；生
活
調
查
中
昏
：ら
れ
岑

.*
'.•
. 

.
•
-•
:
-•- 

'

..
*
.ノ
’
:.
ゾ

.

.>
'■
‘•
，

.•.
:
.
. 

.

.•
' 

.

:•
•
-
.
. 

.
•
.
.

レ
.
. 

:
. 

-
.
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

. 

.. .

.

. 

.

.:'

. 

V
.
.
.
V
.

.•

.•
-
ぐ

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.>•,

.■

,.'
-

•

.

.

•
.

....,

最
初
以
も
ゎ
で
は
な
か
ら
ぅ
と
思
は
れ
る
。
特
に
.
こ
の
.
調
查
硏
究
中
べ
ル
ナ
ィ
ス
M

--
.

B
<t
>

'

3

a

y

s女
史
の
努
力
の
如
き
は
勞
働
移
動 

に
關
す
る
稍
々
興
味
.あ
る
最
抓
の
扉
杏
一
硏
.
究
で
あ
つ
た
と
見
做
さ
れ
る
c
ft
ly

へ
こ
れ
に
次
い
で
、

リ
ヵ
で
は
凡
そ一

九

一

‘

ニ
、
 

M

年
：の.
®

か
梦
、.：

そ
：心
て
洗
ft

の
一
：歐

觀

ガ

.

戰
開
始
以
後
が
：特

,
勞
働
移
動
の
槪
念
に
就
い
て 

-

'

/
 

. 

-
■ 

三
.

(

f

H
ニ
1
0



ノ
勞
働
移
.

の
槪
<必

に

就

い

て

•
 

四

C
1
H
H
I
D

 

.

•
任
者
會
_

へT
h
e
^
m
p
l
o
y

日ea
t

 

M
a
n
a
g
e
r
'

 

c
o
n
f
e
r
e
n
c
e

 
.
を
介
し
て
、
.勞
働
移
動
の
問
題
は
相
當
谓
く
一
般
の
法
意
を
；喚
起
す
-
 

,
る
に
至
っ
た(

註
五
>
o

こ
れ
と
殆
ん
ど
時
を
同
じ
く
し
て
、
.吾
が
®-
で
も
勞
働
移
動
問
題
が
漸
次一,

般
の
注
意
を
惹
く
や
う
に
愈
り 

(

部
六〕
、

そ
し
て
そ
の
後
數
'年
間
に
瓦
つV

、

こ
の
問
題
に
注
意
す
石
も
の
がI

右

干

は

あ

，つ

た

•が
、
最
近
十
年
間
に
は
、
こ
の
問
題
，に
.
 

釾
す
る
識
背
め
關
心
が
殆
ん
ど
な
加
っ
た
。
し
か
し
•今
同
の
支
那
事
變
の
開
始
以
後
、
苒
び
勞
働
移
動
の
問
題
は
吾
々
の
重
要
な
關
心 

m-
と
^

つ
て
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
。
そ
し
て
今
日
、勞
働
移
動
の
問
題
と
し
て
何
が
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
に
就
い
て
は
、 

大
體
意
見
の一

致
が
あ
•る
や
う
に
も
考
へ
ら
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
事
實
は
必
ず
し
.も
さ
う
で
は
尨
い
。
寧
ゐ
端
的
.に
い
へ
ば
、
勞
勸
移 

'動
の
概
念
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尙
ほ
'依
然
と
し
て
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勿
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來
が
ら
も
さ
う
で
1

る
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I

滿
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の
や
う
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題
と
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ち
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き
か
、.
さ
べ
充
分
反
错
さ
れ
て
ゐ
な
VV
狀
態
で
あ
る
AJ
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て
い
人
。
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勞
働
移
動
問
題
に
對
す
る
こ
の
や
う
な
_

は
ぐ
混
沌
た
る
‘漱
態
は
* 

.問
題
に
對
す
る
吾
々
の
料
學
的
研
究
に
於
い
ぞ
は
素
ょ
り
で
あ 

る
が
、
實
際
政
策
の
問
題
と
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關
聯
し
て
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づ
取
t

除
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
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'ふ
ま
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も
な
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概
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方
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ゐ
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つ
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あ
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へ
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。
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の
概
念
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考
へ
方
に
依
っ
て
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き
に
も
一
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や
う
に
、
、論
理
的
に
は
色
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な
問
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.れ
て
ゐ
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し
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勞
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動
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を
適
當
に
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し
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忭
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恥
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營
の
馊
務
，家
達
の
問
调
に
對
す
る
關
，心
は
、
擁

.
て
ア
メ
リ
ヵ
勞
锄
統
計
局
の
努
働
移
動
.
に
對
す
る
注
盘
を
喚; :
'
:'
.

-

r

'

.

v

l
 

'

超
し
？
觅
ら
に
廣
く
一
 

職
に
學
蒋
の
注
屮
を
惹
く
に
茧
っ
た
。
此
處
に
は
一
々
そ
の
文
敝
を
指
摘
す
る
ぃ
こ
士
を
伤
赂
す
る
が
、

一.

九
ニ
〇
年
前 

j

-.
;

''
;
'
.';
'
'
.

《

货

0;
陬
に
.
、
篆
_

移

動

問

題

お

_
^:
擧

げ 

r
:
:
s
.:

.
 

.

.

,
(： '

:
v

:

一：,'
:
:
:へ
.
，
- 

一：
,

)

;,
■
-

■
,

:

,
ゾ
■

へ
.

.,
:1

.

,

•
 

.

.

. 

- 
i 

- 

.

.

. 

.

.

. 

. 

-
V
. 

.

-
 

r
:

:•
•
.
.
' 

:
 

.
•
+
. 

.

.

.

. 

- 

. 

.

ニ

:
.
.
.
:
. 

;

.

.

.

.

, 

•
•
• 

:
.
.
. 

. 

, 

- 

J

•

尙
ほ
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
及
び
グ
リ
ー
ブ
ス
に
就
い
て
は
左
記
の
も
の
を
參
考
。
，.

.

，

* 

.

. *
, ,1

• 

■ 

• 

- 

. 

- 

»■
.
.
.
.
. 

.... 

. 

,
.
•

*'
•■
• 

. . 

- 

.

■ 

w

n

o

p

o

^

B

O
 

: 

p

p

a
 

^

 

0̂
 

i

.

.

.

.
'
• 

. 

!
.
. 

... 

.

•'
•
. 

.

. 

n

/'
-
.
v
. 

.

. 

. 

.

.... 

.
'

.■
■'
,,.
:
;■
'......
 
.

;•
.
. 

H

.

•
.
-••
.

•
.
.

.
:
•.
,'
.
.
.
.

.，へ.

.入

.

,.

... 

.

... .'■
'
 - .V-,

ハ.
.
.
：
.
.
.
：
'
-
.
.
... 

.

' 

:

■ 

■ 

-■ 

. .
.
.

 

: 

■ 
- 

■. 

- 

- 

- 

'■ 

. 

' 

•

-'
-

.National. Association .of .
.
M
a
n
u
f
a
c
t
u
r
e

-̂, .
1

9
1

.
5

0

二

、
.+ 

-
.
.
. 

'
'
.
,
'

••
:
•;■
•
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

;
.
•
- 

*
'

•:
.
，
..：
-
. 

.

.

.

. 

I

?

.

、 .'I

,

y

* 

. 

. 

/
w
e
.
. 

• 

• 

■ 

- 

■ 

■ 

• 

• 
、 

•. 

.
.
.
.
.
.

K
. 

H
p
r
t 

w
p
a
f
e
a
w 

S

O

S
 

O

F
 

-'

.

ァ
‘

レ
サ
ン
ダ
一
の
移
励
の
失•費
に
關
す
ろ
布
の
硏
究
は.そ
の
後
规
分
數
字
上
の
訂
正
を
得
て
、
布
の
训
稿
中

.に
擧
げ
て
遛
い
た
も
.の
と
な
つ
 

一

V
. 

'
:
••
'
.
••■
. 

'
( 

. 

..
•»
.

.
 

..

い
..
V
 
..
..
 

'
 

\ 

.
 

.

 

•

 

.

.

二
,f:

•

て
ゐ
る
。 

-

.

: 

' 

.

.

.

.

.

.

. 

'
 

\
 

..

.

•
.
'詰
ハ

.晋

が
'園
で
も

7*
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
と
同
樣
に
、
先
き

0-
歐
洲
大
戰
の
好
況
沏
に.際
し
て
*
努
働
移
勋
.の
問
題
が
潮
く
廣
く'注
意
せ
ら
れ
る
：
 

一
 

■

に
.至
っ
た
.
.常
時
のH

場
監
督
年
報
は
次
ぎ
の
如
く
博
へ
て
み
る
。
即
ち
、
，

• 

.

■

ふ

.:
:-'
I

,

.

.
 

:

.

: 

,

,:
■

.
:成

厨

ん

影

響
—
依
：ル
：產

霞

：ノ
娇
胍
ハ
各
観:0
:
業
.
-

(

職
江̂
^

^

:.

:
•■』

.

':
'
:
'留
策
操
_
策
ト
ジ
テ
殆
シ
ド
凡"ユ
夂
霞
ヲ
講
ぜ
タ
冰」

,枸
ラ
ズ
職
^
^
 ̂

.」
| 

;

' .(

大
.犯
六
^

:
'
.
エ

場

览

潜

部

報

':
-
-六
七
頁)

ソ
4
 

.
•
:
>
.

,■
■
- 

. 

.

:
ソ
.'
!
| 

,

尙
柢
此
處
で
序
で
に
多
处
を
ー
と
を
附
言
し
て
谣
き

- ^

い
デ
晋
が
國
に
於
い
て
勞
働
移
動
の
刺
题
が
個
タ
の
亊
實
に
就
い
て
注
ぼ
さ
-れ

 

一

.

.一 

! :
.

:
:
,
は

相

齔

に

以

前

で

ぁ

が

?.
-
例
へ
ば
；/
&ぎ

1
1
,苹
代
吖
初
办
：に
疗
は
抽
た
農
商
務
省
ぬ
職
エ
第
情
に

 

明

治

三

汁

■

,

へ

I 

;

.
:
.
'
''
六
洋
刊
：
參
考
^

に
$

^

.は
、
_
尤
の
：遝
^

:
誘
柺
幣
の
審
淸
に
洗
意
さ.^ :
ン
^
 

„ 

,へ
注
歉
を
拂
ひ
、.：疾
病
に
依
る
解
屌
、
特
に
：結
歡
性
疾
患
_を
有
す
る
も
の
、
歸
鄉
绨
に
ち
注
意
し̂
の
で
如
る
が
、
そ
れ
は
朱
だ
勞
働
移
動
問
題
.

,

ム
v

'

j

.
.'
■

と
し
て.は
辕
括
さ
れ
て
ほ
ゐ
ゲ
か
：つ
た

.テ
そ
し
て
果
し
て
何
時
何
ん
に
依
：つ
で
勞
酸

「

移
励」

め
晛
題
说
取
、り
：擧
げ
ら
れ
た
か
ば
、

'今
の
と
こ
ろ. 

;

>

:

fは

充

分

響
|

爾

の
I

が
な
い
ま
：
恐
ら1

,

1

1
題
に
し
た
繁
國
のS

の
文
f

t
 

:'
'
.
.る
も
の
：に
次̂
の
4>
-
.の
が
，あ
る

。

こ
れ
に

.ば
調
^̂

:

-;
,
微

制

v

r
nt
i

治
四
十4

:

年T

月
印
.刷〕

が
の
れ
：で
あ
る
。
.冬

,'
'
.
$
5
C
C

同
^
: .Hr.

頁
以
後〕

”

.
I:'
-
':-
.

.

.

.

.
;:
- 

■ 

ベ
.：
 

.

.

、r

M
七
，”拙
稿
へ.
.吾
國
に
於
げ..る
勞
働
移
動
の.硏
统
、
本
誌
：—

.第一

塵

.：.，
：
六

八

頁

以

後

)

.參

照
.

'

:

<ン
'
'
:
:
:
:

ノ
.
"卜.
'ぐ'
.
.
,

•

.

へ
'
:
.へ
'

..

.
,パ
べ
.

- 

. 

- 

. 

. 

V..., 

r
 

. 

V

.

勞
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概
念
を
問
題
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を
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用
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檢
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私
は
此
處
.に
形
式
的
に
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凡
そ
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つ
の
問
題
が
存
し
待
石
ど
考
へ
る
0

し
か
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と
の
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.
つ
の
問
題
は
、
各
ヒ
そ
の
ニ
つ
宛
烬
更
ら
に
一
つ
.の
問
題
に
綜
合
せ
ら
れ
.得
^'
と 

い
ふ
意
味
で
は
、/
火
體
三
群
の
問
題
と
な
る
と
考
へ
-て
も
い
i

。
そ
し
ゼ
そ
れ
は
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

.

.

し 

：

' 

.

' 

パ
:;
.
. 

.
W
. 

V 

: 
'ハ 
|(1
)

决
：る
處
か
^

备

働

ヵ

：の
流
出
>

_

だ
,

0
 

;
 

:、：：
”
：.
：
：..：/
:
へ.
 

.

¥

 

:

•

.

.

:

■

, 

- 

.

;

-
.
.
.

へ

V
.
-
-
. 

'
.■
.'
■ 

- 

- 

* 

. 

.

.

. 

-
-
-
- 

- 

: 

. 

-

:■
'.\

勞
御
移
勧
の
槪
念
に
銶
い
て 

.、
，
 

，

七
'

 

(

1HUS

)

、



务

黎

動

の

嵌

念

に

就

い

で
/
 

<

 

C1

CS
H1.

六)

.

 

;

あ
る
處
へQ

,

勞
働
力
の
.流
入C

A
t

5

'

.

1 

.

.
1
(4
)ぁ
る

處

へ

の

ぁ

る

別

の

處

、か

ら£/
-
>
_

勞

働

カ

の

流

久
0

个

1
3
0
 

,

_•

 

あ
る
處
か
ら
の
勞g

力
の
•流
出
と
其
處
へ
の
勞
働
力
の
.流
入(

A
t i)

 

.

.

. 

'

ぐ
; -
;-
;
.

•
 
’
 

、 

.1 

.(

A

y

)

或
は 
A

U

,

さ
て
、
勞
働
栘
動
の
問
題
は
印
の
や
う
に
三
.群
'
六
つ
，
の
問
題
と
し
て
-捉
へ
ら
れ
る
の
で
.あ
1>
;
て
、
そ
の
各
t
が
饑
て
一
定
の
勞
働 

ヵ
ぬ
栘
動
と
^
ふ

_-
參

购

、
：_

本
§

^

_

基
づ
^

ズ
ゐ
を
以
本

て
.差
し
支
へ
な
-い
_
,け
で
あ
る
。
，さ
う
す
る
と
次
ぎ
に
时
題
士
な
る
の
^ ;

吾
々
が
勞
働
移
動
の
問
題
を
.

J

の
や
う
に
廣
い
意
味
の
も 

の
と
し
て
理
解
す
る
か
、
そ
，れ
と
V

吾
々
の
問
題
を
右
の
六
つ
の
問
題
の
孰
仳
か
に
限
定
し
得
る
か
、
と
い
ふ
點
に
か
、
る
。
し
：か
レ 

こ
の
點
を
猶
定
す
.る
た
め
に
は
、
單
.に
右
の
’や
う
な
抽
象
的
，、
形
式
的
な
問
題
措
示
だ
け
で
は
' 

不
充
分
で
'あ
つ
て
\

此
處
で
私
.试
こ 

;
4
K
o
.
'

の
.
■
題
ヒ
展
體
的
激
問
題
杧
馨
む
で
見
.典
ぃ
.
.嫌
^

右
の
六
つ
の
問
題
形
式
の
内
で
、「

あ
る
處
-
ま
た「
あ
る
別
.の
處J

と
い
は
れ
る
の
は
、
■
具
、體
的
に-

は
單
純
で
は
な
.い
。
蓋
し
此
處
で 

謂
ふ
：あ
る
處
は
.

一
,

定
の
务
働
力
の
保
、有
若
が
存
す
る
と
こ
ろ
、
即
生
產
の
行
は
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
‘、
吾
々
は
こ
の
生
靡
の
行 

は
れ
る
と
•と
ろ
を
、
色
々
に
總
括
し
、
ま
た
個
別
的
に
問
題
に
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
と
の
や
う
に
し
て
、
私

. ^

此
處
杧
凡
そ
美P

的 

•
な
問
題
と
し
て
取
り
擧
げ
ら
れ
得
る
五
つ
の
場
合
を
區
別
し
得
る
と
考
へ
る
。
即
ち
*.(

一
 

01

國
、(

一一、

〕

一
地
捕
、0

5

1
齑
業
、(

四
，

)

 

經
營
、(

五)

一
經
營
内
Q

特
定
の
生
產
.過
程
、.：が
-ど
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
五
ジ
の
場
合
の
各
た
に
於
い
て
、
先
き
に
擧
げ
た
六
つ 

の
問
題
形
式
が
當
嵌
め
ら
れ
得
る
と
と
は
、
ぃ
ん
ぎ
で
も
な
ぃ
。
こ
の
や
う
に
'考
へ
、
且
つ
^

働
移
動
問
殷
が
そ
の
有
ゆ
る
場
合
に
成
.

立
す
る
問
題
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
.考
.へ.名
と
'す
れ
ば
*

其
.處
に
凡
そ
三
十
<7
>

問
輝
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
等
め
，間 

題
一
は
總
笮
相
關
遞
0

み
.ゐ
る
-0
其
處
で
.菩
々
^

若
し
勞
働
.移
爾
の
.間
題
2:
.農

藥

に
.解
釋
ず̂
^

.の
問
題
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
%
る
o

.

し
か
し
通
常
勞
働
移
離
，の
問
題
と
し
て
考
'
.へ.，ら
’ル
で
來
，て
ゐ
各
も
の
は
、
こ
の
、や
う
に
多
様
の
間

題
龙
容
も
ゆ
淆
^

な
れ
^

ノ
ま
^

普
曼
こ
り
廣
く
^

問
顧
中
の
寒
の
^

ー
外
ゆ̂

茼
^

ぜ
ら4

-

て
來
て
ゐ
る
。

、
 

‘ 

•

.

“
 

、
 

- 

/ 

. 

‘ 

’

•-
^

例
へ
ぼ
ス
-
國
扣
レ
が
勞
働
ヵ
ヾ
贬
流
汛
流
久
網
筷
民
“
剛
題
と
じ

 ̂

て
は
、
：：
 

:杓
地
農
風
或
は
裳
«
管

者

の

；開
拓
满
是
^
9

<7
>
::滿
洲
'辉
へ
.：：.の
入
殖
、：':或
は
^

あ
ら
う
し
ノ
妨
ら
に
今
後
の
情
勢
如
何
に
從
つ
て
は
、
吾
々
の
場
合
に
於
け
る
勞
働
、力
の
不
足
を
補
ふ
も
の
と
し
て
、
.支
那
人
勞
働
者 

の
^

地
へ
の
畠
入
も
問
題
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
，胃
ら
め
#

*

問
題
で
あ
つ
.た
北
支
苦
カ
の
滿
洲
國
へ
の
:出
稼
と
彼
等
の
歸
鄕
の
如 

き
も
こ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
種
の
問
題
は「

勞
働
歡
動」

の
問
題
と
し
で
取
り
舉
げ
ち
れ
て
來
た
の
で
は
な
い
。
從
つ
て
吾
々
は
右 

のC

一〕

の
場
合
の
•諸
問
.題
は
總
て
' 

吾
々
の
問
&

が
ら
先
づ
除
外
し
.て
も
別
に
潠
論
ぽ
な
か
ち
う
と
思
は
れ
る
9 

- 

更
ら
に.

(
1

一)

の
場
合
に
就
い
て
考
へ
•
て
見
ょ
う
へ
こ
れ
に
欄
し
て
も
從
來
か
ら
色
.
々
問
題
が
あ
る
o

即
ぢ
、
ニ
.國
内
の
あ
る
地
域
か 

ら
他
の
地
埭
へ
の
穷
働
，力
.の
移
動
と
し
て
；-
從
來
か
ら
吾
が
國
に
於
い
て
最
も
ょ
く
注
•意
せ
'ら
れ
て
来
た
問
- ®

は
農
，民
の
離
村
-
彼
等 

r

の
離
村
{

^
:^
; »
-
^憾
*

#

_
霉
市
ど
の
: #

働
カ
の
着
流
猶
德(

« .

靈

_

村)

に
：關
兔
る
問
題
が
贫 

'於
'：£
:々

督

ヵ
:0
不
足
^
龙
名
鮮
人
勞
饊
者
麵
ぼ
塊
移
人
が
_

題

も

亦

と

：れ

_

が

を

は
、
.未
だ1

、

般
的
.に
は
勞
■

移
動
.の
問
題
と
し
て
取
り
擧
げ
ら
れ
て
は
ゐ
な
い
め
で
■
あ

る

が

、
，，，
し

^

し
尙
ほ
例
へ
ば
、
農
民
の
離
村
、
 

出
稼
の
调
象
を
以
つ
で
勞
働
移
動
'
.の
間
題
で
あ
'る
，.と
考
-へ
.
'る
も
：の
.も
あ
る
し
、.
他
方
'に
於
い
て
は
ま
た
次
ぎ
に
逾
べ
る(

三)

の
場
合
と
. 

勞
爆
移
動
s
lf
e

念

に

就

い

て

•

， 

，

九
，

(

一
三
ニ
七



.

勞
働
，移
動
の
槪
念
に
就
い
てV

 

一、

1
0

 

■
(
.
1

三
ニ
八)

關
聯
し
て
、
.そ
れ
が
勞
働
移
動
の
問
題
と
し
て
考
へ
ら
れ
.て
ゐ
，る
こ
と
も
.あ
る
。
從
ク
て
吾
々
は
.こ
の(

ニ)

，の
場
合
$:
:
、
，

(

 

I
.)

の
場
合

.

. 

' 

.
.
.
.

 

-
I
- 

- 

C
.

の
や
ヶ
に
は
單
純
に〔

吾
ぺ
れ
問
題
が
ら
除
外
す
る
こ
-ど
は
出
來
な
い
。
じ
か
し
こ
&

點
に
就
，い
て
は
、
.
何
，れ
後
に
論
ず
る
こ
.と
と
し
. 

て
、
先
き
に(

三)

以
下
の
場
合
に
章
い
て
簡
，単
に
觸
れ
ズ
淸
1か
う
。
•て

，

' 

' 

- 

第
三
の
場
合
に
は
、，一

漱
桊
、
例
へ
ば
、H

.

業

、
或

は

，鑛

業

へ

農

業

•

商
業
の
各
t

に
於
け
る
勞
備
力
.の
流
出
、
流
人
、
或
は
各
產 

業
間
の
勞
働
カ
办
交
流
關
係
が
問
題
と
せ
ら
れ
得
る
譯
け
で
あ
る
。
.
し
.か
も
と
•の
種
の
問
題
は
一
般
的
に
は
0

1
)

の
.問

題

と

結

び

合

.ば 

さ
れ
て
ゐ
，る
と
い
つ
て
い
.
\。
蓋
し
各
種
淹
業
は
地
域
的
に
分
布
し
て
居
り
、
工
業
や
商
業
ボ
概
し
て
都
'市
的
糜
業
で
あ
る
の
に
對
し 

そ
：、)

農
—

大

體
.&

枚
が
灰
_

域
的
迄
處
別
さ
れ
,>

福
都
_

村
め
問
題
«;

戰
っ
^

_

が
6
^

^
も
あ
ざ
か
ら
で
あ
る
。
か
•く 
•
て
論
理
的
に
は
區
別
せ
•ら
れ
得
る(

.一
一〕

及
びa

 

ニ〕

の
問
題
は
、
.實

際
^
は
•

，體
的
激
も
の
と
し
弋
取
り
. 

擧
げ
ら
れ
る
.こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
•
こ
の
各
.

種
！
；

業
間
^

於
！T

る
勞
働
力
の
移
動
は
, '

旣
に
そ
の
多
く
の
場
合
.に
、
勞
働
移
勁
の
.問
輝 

ど
3

:
て
.%.
:
取

ヵ

寒

げ

ら

れ
て
ゐ
.る
。
勿
^
-.

さ
う
い
つ
て
も
、
へ
今
日
こ
れ
に屬
す
ス
間
題
と
し
て〔

.例
へ
ば
、
鹩
業
著
の
陳
題
.と
*い
4

0
 

i

あ
：る
。
.
.更
ら
に
此
：處
：に
^

糜
業
、へ
或
は
各
種
糜
猶
間
の
：勞
働
移
動
.の
問
題
比
、.：も
う
少
し
範
圍
を
狹
ま
:;
<

、徙
っ
^̂ 

」 

例
へ
：ば
、
機
械
器
其
製
造
業
、
：：化
學
1エ
業
''
.',;;績

エ

業

、
裔
炭
痕
業
と
如
上
'
.や
う
：に

勞
働
カ
：が
減
讲
人
す
<>

と
&

务
の「

办
'る
處
‘
が
.ょ
々
狹
ぐ
'限
.定
，せ
；ら
4

る
こ
と
を
、
.'
里
^:
-̂
^
 ̂

吾
：々
は
個
々
の 

一
經
營
に
關
聯
■

〈

吗
>
の
璿
合
昀
到
湛
1,
';

ぞ
^

_

>
の
場
合
^

(

s

(o
.
,場

合

基

キ

る：

で
あ
ら
う
。：
從
っ
七
C

1

5

S

.反
數
に
’̂

ヶ
個
別
的
、，
か
り
：具
體
的
、
i-
b

現
寳
的
に
取
.り
擧
げ
る
か
の
場
合
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
も
出
来
.
る
9

,

■.

.

-
.
. 

‘ 

ゝ
ぐ
と「

の
ゃ
5-

に
考
.
へ
、
.
ま
：た
1
|
:
1
,
の
場
合
が
大
鸿
|
ニ)

^

^

 ̂

.

(

三)

、(

四
.

)

、
0 -

五)

の
場
.合
：は
甚
だ
密

接
#

關
係
に
旖
か
れ
て
.ゐ
.
る
こ
■と
が
、
容
易
，に
察
せ
ら
れ
る
で
.
I
ら
う
。
果
し
て
さ
う
だ
と
す
れ
ば
、.
.吾
>

-'
c
o勞

働

栘

動

問

題

.
は

適 

に
：

c

五： )

か
ら
ハ
四
：> 

へ
萸
ら
に(

三)

べ
へ
と«

魔
：を
：發
肢
背
，し
め
て
い
、
I

ら
う
し
、
ま
た(

三
；紙
は(

g
a

以
場
合
に
就
W
 (

て
問
題
：を 

^

り
擧
げ
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る
セ
あ
ら
う
。
し
か
し
こ
の
’や
う
に
.考
.へ
る
た
め
.に
.は
，
未
だ
吟
味
す
ベ
き
問
題
は
殘
ざ
.れ
て
ゐ
る
の

.

.
:
. 

一
'

'

:
 

r 

. 

/ 

V

 

, ■ 

. 

ナ

ん
„ 

ぐ. 

V
 

' 

■

;

セ
あ
：つ
て
、
こ
れ
を
充
分
問
題
と
し
，て
見
な
け
れ
ば
、
勞
働
移
動
の
問
題
比
確
然
.と
限
觉
せ
ら
れ
る
に
東
ら
.

%
い
で
.あ
ら
う
0
-
し
か
'も 

:

今
扫
尙
炫
吾
が
傷
於
竹
.る
勞
働
：移
動
問
題
.も
對
^

る
基
本
的
見
德
が
明
»

紀
§.
.
.れ

そ

み

な

.
か 

と
れ
か
ら
私
が
問
题
と
し
よ
う
と
す
る
點
に
關
す
名
充
分
の
撿
討
を
欠
'い
て
ゐ
る
こ
と
に
あ
る
、
と
い
つ
.て
い
X

や
う
に
も
思
は
れ
る
。

パ 

.
,
:■f

u
.

';. 

.. 

•

•

.
 
..■.
,:
 
:
 

.

.

.

. . 

■-.
ァ
.

.：，

.

•
 

. 

V... 

. 

. •

.
,

少

し

ぇ

問

題

：
が

前

後

す

备

嫌

认

；
が
：
あ

る

^

:

;

此
：處
：で
樣
は
.-
>
蟇
 

.̂
'

す
^

の
が
.̂
.編
一
.

(

應
問
願
と
,1
>

彳
遛
ー
く
必
要
^

「

あ
り
：'#
る
.
レ
、.
：と
れ
を
具
體
_

な
間
題
に
*'

'7
£
-
^

龙
^

*

除
外
す
る
^T

し
.て
も
.

と
い
っ
て
も
こ
れ
等
の
場
合
の
問
題
が
ま
た
：三〕

以
下
の
問
題
，と
關
聯
す
る
こ
，と
は
‘
到
底
否
定
さ
れ
得
な 

:
^
:
&で
ぁ
?>
:

,
:

-

—(

ー1
:
1
1

#

の
問
題
-

^

定
し
.
ゾ
_

ぞ

ゐ

た

め

，に

ほ

1

間
.
掛
.
に
對
ず
名
.

 

:
(

.

.

-ニ 

r 

.

.

.

. 

- 

' 

; 

/ 

- 

.

.

. 

. 

-

最
彻
に
奪
^

に
：對
贫
る
歡
の
鬼
解
を
直
裁
に
雜
统
石
^

隹

ば

巧

穆

试
^

'
人
■ロ
學
的
.硏
究
を
暫
ら
.
'.
:

<

#慮
外
：に
：置
く
と
す
れ
ば—

T—

勞
傲
移
動
間
題
に
對
：' b
て
”可
能
•な
.る
觀
點
.を一 .1

重
、に
.區
.別
す
る
_じ
.と
が
出
來 

ナ
る
.と
_

べ
备
'0

光
资
第
1

_

、は
吾
：>
妨

一：':點
免
國
良
■

濟
姻
雛
點
_

麗

濟

觀

■

と
■

: «
_

:

る
：と
■

潘

來

^

'■勞
働
移
動
の
槪
念
に
’就
ぃ
て 

ン

I
I
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に
‘私
が
第
.r

節
中
に
ニ
言
し
、
第
二
節
に
於
け
る
問
題
の
基
礎
4

し
た
->
£

ろ
‘の
、
勞
働
移
動
現
象
の
一
般
的
事
.實
に
從
つ
て
見 

•れ
ば
、’
吾
々
'ば• 

I

方
で
は
勞
働
移
動
問
，題
を
生
®

の
，問
題
，と
し
て
取
り
擧
げ
る
.こ
と
が
出
來
、
ま
'た
他
方
に
•於
い
て
ば
‘

そ
れ
を
勞
働 

衆
か
問
題
と
し
て
考
へ
夺
こ
，と
が
敗
來
る
で
あ
ら
5

。
肌
ち
、
、前
者
の
生
嵛
の
問
題
に
於
い
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、
勞
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移
動
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生
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必
f
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-
.
r 

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

•
• 

• 

. 

. 

. 

. 

. 

>
.
.
. 

.

.

.

. 

•、
.
 

* 

.

.

.

.

. 

' 

:

蒞
し
く
は
不
必
要
散
石
勞
働
力
の
移
動
と
し
て
問
題
と
せ
ら
れ
ぃ
後
者
に
於
い
.て
は
、
む
ろ
ん
‘虫
商
と
の
關
聯
に
於i

て
そ
れ
が
問
題: 

と
^

ら
れ
，る
の
で
•
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
.直
梃
に
生
.產
の
問
題
と
し
ャ
^
.は
、な
-<
'

、
問
題
に
對
，す
る
吾
々
の
關
心
は
寧
ろ
勞
働
著
自
鶴
に
へ 

镫
^

^

る
-0
;

凑
^

ゼ
.こ
^

後
者
^の
_

點
^

祐
會
政
策
的
集
_

1>
裙
考
办

勞
働
移
動
は
勞i

者
移
動
で
あ
つ
.て
、
其
處
，で
.は
何
時
で
も
歸
著
.す
名
と
こ
ろ
人
，間
が
問
題
と
せ
ら
れ
る
。
從
つ
て
問
題
.に
對
す
る
生
.フ
 

淹
政
策
的
觀
點
如
，ら
し
て
も
、
亦
社
# '
政
策
的
觀
點
か
ら
し
，て
も
、
そ
.•の
雨
者
の
移
動
研
究
が
互
に
關
聯
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
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赵
し
得
な
い
。
そ
れ
で
も
こ
の
餽
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の
相
違
は
、
乙
の
や
ぅ
な
研
究
の
關
聯
あ
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に
も
拘
ら
ず
、
想
品
に
違
つ
た
も
の
と
し
て
現
は
れ
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得
な
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其
處
.で
私
は
從
來
の
硏
究
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少
考
慮
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な
が
.ら
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幾
分
こ
の
點
を
明
か
に
し
、た
い
と
思
ふ
。

‘

、

:

先
き
.に
一
言
し
た
ド
ィ
ッ
社
會
政
策
摩
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の
大
工
業
勞
働
蓉
の
生
活
調
査
は
、
勞
働
移
動
の
研
究
に
先
鞭
を
.つ
け
.た
も
の
と
し
.て
記
，
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さ
札
て
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の
g

り
、
同
時
に
そ
れ
.が
社
會*

政
策
學
會
の
仕
事
.で
あ
つ
た
點
か
ら
も
容
易
に
推
測
.せ
ら
れ
.る
.や
^

に
.、
：
.：
.此

處

で
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勞
働
移
動
の
硏
究
は
寧
ろ
ょ
り
多
々
#|
:
會
政
策
的
觀
點
1

と
い
ふ
の
は
、
こ
の
調
査
研
究
は
素
々
•
そ
の
•一
 

面
に
.於
い
，て
坐
產
政
策
的 

親
斷
も
容
れ
て
居
り
*

ま
.た
事
實
個
々
の
研
究
者
の
硏
究
に
就
い
て
も
、
.こ
の
こ
.と
が
指
摘
せ
ら
れ
得
る
の
で
.あ
る——

の

下

、
に

行

ば
'. 

れ
.て
ゐ
る
。
即
ち
、
勞
働
移
動
は
謂
は
^

勞
‘働
者
の
生
活
上
9
運
命
に
重
大
關
聯
を
持
，つ
問
題
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し

て

取

り

擧

げ
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れ
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ら
れ
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こ
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萼
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接
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し
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營
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迫
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で
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身
を
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は
、
政
府
.の
窟
圖
す
る
と
こ
ろ
，で
は
、一

種
の
-失
業
調
丧
で
ぁ
’
0

た
の
で
.ぁ
る
5

三〕

ァ
い
ひ
.換
べ
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
問
題
視
さ
れ 

■

る
#

ゆ

餐
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疆
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先
囔
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#

_
で
：：い
'
へ：̂
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經
營
每
體
と
し
て
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た
其
_

に
：於
狀
る
勞
働
ヵ
.め
流
出
.人
：
の

寒

が

：.
.
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‘
問
題
で
ぁ
づ
た
'
の
で
ぁ
る
。
そ
.レ
て
い
ふ
ま
で
も
-な
く
麗
入
に
對
す
る
席
雇
超
過
、
勞
働
力
の
流
出
超
過
が
失
業
と
の
關
聯
に
於
い
て 

重
大
視
せ
ら
れ
6
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で
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し
か
し
こ
の
や
う
な
政
府
の
關
心
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も
拘
ら
ず
、
凡
そ
大
IH

九
#

以
後
眼
和
三
、
四
年
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
吾
が
國
識
者
中
の
こ
の
問
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策
的
問
題
と
し
て
、多
く
取
り
擧
げ
ら
れ
て
.
.ゐ
る
o
,そ
し
て
こ
の
多
く
の
所
論
.は
、
先
き
.の
大
戰
中
に
問
題
，と
せ
ら
れ
、
大
戰
後
こ
の
硏

究
を
刺
戟
し
、發
展
せ
し
め
る
k

至
っ
.た
ァ
汄
リ
ヵ
*

界
の
見
解
の
、
吾
が
國
へ
の
移
入
で
ぁ
っ
た
。•
し
か
も
こ
れ
を
當
時
の
時
代
的
背
.：

景
か
，ら
い
.へ

® ;
、
こ

や

ぅ
•
.な
吾
が
.國
セ
.の
研
究
は
木
況
ノ
离
は
經
濟
的
沈
滯
期
に
於
け
る
經
營
政
策
、
謂
'は
V
經
營
の
A
ロ
，
理

化

對

策

/

的
^
見
れ
ば 
> 
當
時
と
:1
1
>て
は
，
勞
働
移
動
®
題
は
坐
鑛
政
策
敗
問
.題
セ
^

る
4

い
：ぶ

-^

り
浪
、
*

厶
|

政
策
的
間 

のi
：

題
と
じ
て
考
慮
せ
ら
る
べ
•き
‘も
の
で
ぁ
つ
た
で
ぁ
^
,ぅ
。
そ
し
て
そ
れ
は
政
府
の「

勞
働
^

異
動
調」

に
依
っ
て
充
さ
れ
て
ゐ
た
。 

し
か
も
こ
の
政
府
の「

勞
働
^

異
動
調」

に
も
拘
ら
ず
、
失
業
問
題
が
ー
.
舷
に
は
勞
«

移
動
問
題
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
と
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應
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叙
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蓄
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硏
究
が
多
少
附
加
さ
れ
る
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で
ぁ
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？
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て
概
し
て
い
へ
ば
、
こ
の
種
の
勞
働
移
動
の
硏
究
は
朱
だ
也
帟
政
策
的
な
も 

、の
と
ば
見
ら
れ
ヤ
、
.:
■
寧
ろ
故
_

款
\

掛

書

に
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す
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把
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村
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ネ
社
會
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.■て
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$
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ゐ
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ま
硏
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は
吾
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從
來
か
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問
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對
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^
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、：卽
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、
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の
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な

冬

觀

點

：
か

.ち

：
取b

篥

げ

ら

れ

名
^ ;
は
"

#
らi

: ^
の
^

硏

究

者

を

動

か

す
^
と
に
依
つ
て
.、
多
■く

決

せ

ら

れ

て

ゐ

る0

そ

し

て

今

日

勞

働

移

動

の

問

題

が

多

く

の

人

々
^
注

意

を

唤
‘»1
し
つ
い 

あ

る

の

は

、
專

ら

生

產

政

策

的

意

味

に

於

い

て

匕

あ

る

と

い

つ

て

い

X

で

あ

ら

う
？

’ 

'
、

、

.

■

.
尙

^

:

»上
.晏

や

:'
5

に
ぃ
_

去

ゼ

及

い

：
て

蛛

ド

.
：
ィ

ッ

社

會

政

策

擧

會

が
 

ス
動
し
に0

す

务

攔

心
.木

如

ズ

、
：或

は

箸

が

國:0
若

^

の
_

究

者

に

於

け

：る
蕞
禺
の
ー
離«

強

，

S

も

の
亦
あ
つ

た

が
、
概
しV

勞
鐵
移
動
の
問
題
と
し

て
知
ら
.れ
て
來

た

も

の

は

、
寧
ろ
生
產
政
策
的
な
も

の

で

あ

つ

ー
た
と
、い
つ
て
：
 

も

い
i
o

'そ
し
て
こ

の
牛
；產
政
策
的
な
も

の

は

，經

營

生

箝

政

策

，
的

.な

も

の

とし
て
受
け
容
れ
ら

れ

る

と

と

が
多
か
つ
た
。

.

.

.

.

.

.

* 

.... 

•
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, 

• 
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V. • 
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.
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.

 

:
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.
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- 

- 
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•

私
は
過
去
の
勞
働
移
動
問
題
に
，對
す
る
研
究
を
見
て
、
略
と
こ
の
や
う
に
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
れ
と
思
ふ
？
そ
し
て
今

•
V 

.7;

.
 

.
 

. 

.

. 

. : 

. 

. :
ノ
 

•

.

.ぐ
，

.
.
.

.

日
、
虞

が

麵

間

題

雇

也

' 

'
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■ ̂ 
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■ 
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大
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年
：
工

場
監
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八
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五
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.

.
/勞
働
移
動
の
概
念
に
就
ぃ
て
 

一
六
，

人
ー
三
三
，四

)

、
，
註
三
.

社
-#

局
社
會
都
钃
失
業
問
題
關
係
事
務
參
着
資
料(

昭

和

五

年

刊

ケ

扇

考

' 

'

.

.

■«

.

■

尙
I

勞
働
移
動
問
題
狀
失
業
問
題
と
し
て
考
厲
せ
ら
れ
て
ゐ
る
最
も
い

\

例
は
ノ
大
原
社
會
間
題
硏
纯
所
の
®

せ
る日̂

^

®

^
i i

で
^ . 

る
。
讚
卷
は
例
へ
ば
、
同
年
鑑
の
大
芷
十
郃
版
以
後
の
，も
の
を
參
照
し
て
見
ら
れ
る
が
ょ
い
。,

,

. 

、
 

♦ 

.
 

一
 

\

 

I 

一
 

. 

. 

'

_、 

， 

‘ 

バ 

r 

.

，勞
働
移
動
問
題
，を
生
齑
政
策
，的
觀
點
か
ち
取
り
擧
げ
る
と
す
れ
ば
、
吾
々
に
と
つ
て
移
動
問
題
は
ど
の
：や
う
な
も
の
と
な
る
か
。
•
此 

處
で
問
題
‘な
.の
は
*

先
き
に
も
述
べ
’

や
う
に
、晋
々
が
先
づ
こ
の
‘觀
亂
を
诞
ら
に
國
民
經
濟
的
な
芩
の
と
す
る
が
、
經
營
經
濟
的
な 

も
の
と
す
る
か
、
或
は
こ
の
兩
觀
點
を
混
同
し
て
了
ひ
、
‘
兩
者
_の
•區
別
‘を
不
必
要
.と
す
，る
か
、
こ
•れ
を
充
分
檢
討
し
て
置
く
こ
と
で
ぁ

る
::
:,0:
其
處
ー
で
兎
|

^

パ_

は
澴
_

に

馨

霞

的

奮

_

ち
：勞
働
移
動
欢
谓
題
金
考
：へ̂

見
名 

L
: 
一：
.
,
: 

,-.

膜
.り
に
生
嫌
痄
對
す
糸
季
節
的
^'

影
屬
免
暫
舡
又
考
慮
外
に
置
き
'
>
i;
:^
l 

一̂
^

^

れ
ば
、)

：酿
々
,

鉱
營
，：に
と
.ク

セ

生

產

^

に

重

要

寒

こ

と

妹

.;
:
'、.
1免
藪
め
#

働
.窗

#

に
保
抨
す
％
^

何
な
る
'
.場
合
，に
も
、

一
度
雇
入
れ
ら
れ
た
勞
働
漭
が
さ
う
何
時
ま
で
•も
其
處
に
は
止
ま
ら
為
い
で
、
何
時
か
は
其
處
か
ら
灕
脫
し
て
行 

く
。
、か
く
て
經
營
忆
と
つ
て
は
、、
絕
へ
冲
そ
め
必
要
勞
働
力
の
一
訊
分
が
流
出
し
て
行
く
と
い
ふ
現
象
が
，つ
き
ま
と
う
o
.そ
し
て
こ
の 

■流
出
す
る
勞
働
力
に
對
し
て
は
、
生
產
を
從
前
通
り
維
持
し
て
‘行
く
た
め
忆
は
、
少
く
と
、も
そ
れ
に
等
し
.い
.だ

け

负

勞

働

劝

を

凰

ス

れ 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
や
う
に
，し
て
經
營
に
と
つ
て
は
、
勞
働
移
鼢
は
勞
働
ヵ
の
流
出
.と
流
久
と
し
て
問
題
と
せ
ぢ
れ
る
。
し
か 

し
經
營
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
"

此
處
で
問
題
•で
ぁ
名
勞
働
力
の
流
出
と
流
人
と
に
就
い
.て
、
そ
.の
勞
働
ヵ
が
何
處
へ
向
づ
.
.て
_
出
し
て 

:行
<-
;

か
ば
11
:
'
接
霞
要
啟
問
輝
で
.ぼ
な
べ
广
ヒ
^

に
; »
'

4
汰

流

人

す

名

勞

働

ヵ

：が

.何
處
が
ぢ
來
:2
,
か
は
®

^

'た
れ
る
こ
と
で
は
あ
.る
が
、
流
人
勞
働
力
が
流
出
勞
働
力
に
置
き
換
へ
ら
れ
る
こ
.
.と
そ
れ
自
體
が
問
題
の
中
心
で
•
あ
り
、
寧
ろ
そ
れ


C

A
-t
5

l±
第
ブ
ー
義
的
教
問
題
セ
あ
る
。
'
か
く
て
經
營
に
と
つ
.て
楗
勞
働
移
動
.の
問
彌
は
：、

私
：が

署
.に
宗
し
，ズ

僵

い

た

：問

題

形

式

で

. 

y
l
,

ば
、
(5
)

C

A:n〕

が
問
題
で
あ
る
。
.そ
し
：て
.
g

c

Atl
B)

或
は 
C

Af'
.
>o w)

_c>
問

題

：は
單
 

i

f

s

p

:

ぎ
な
い.。

む.か
し
更
ら
に
問
題
を
考
慮
し
て
見
各

と

、
こ
，の
や

う

.に經
營
に
と
^

で
ば
、勞

.働

力

の

流

出

入

が

間
題
で
あ
る
と
し
て
も
、
一
 

勢
働
力
の
流
入
が
問
題
^

な
^

の
は
本
來
勞
働
力
：の
.一
流
出
：が
行
は
れ
る
：か
ら
で
あ
W

、
..ま

義

者

め

程

度

が

前

奢

の

程

磨

澤

-
.

■.
-
.

 

. / 

.

.

.

.

.

.

. 

'.

■

.--

ご*.'
.
.
. 

.

.

.

',
.

、る
：の
で
：あ
る
'。：

從
クK

そ
CD
'
理
由
の
：如
何
を
間
は
ず
、
.
經

瞥

に

：
と
：
づ

：て

先

づ

問

題

で

あ

^

の
斿
勞
働
カ
：の
猶 

け
れ
ば
な
ら
.な
い
。
.，
し
て
と
の
勞
^

カ
の
^

坍
が
大
き
け
れ
ば
大
き
：い
^

け
、
'そ
れ
.は
1

^

緊
要
な
問
題
：と
^

り
;>

事
實
こ
の
や
う
レ

-

• 

’ 

- *■ 
-

',
一
 

•
• 

. V 

.
1
. 

•

••
.ぐ-.
.
• 

. 

• 

.

.

. 

.... 

, 

' 

、

，
..

な
狀
態
が
、
勞
働
市
場
關
係
の
'逼
迫
：と
共
に
、
.吾
々
に
對
しV

.

勞
働
移
動
問
風
の
：重
要
性
を
自
覺
せ
^

ア
：レ
：キ
.：

サ
..

ン
.ダして勞働移動

<0
:失
費
を
計
算
せ
.し
：.め
.た
：の
も
>
:
ま
.た
：こ
の
.：や
う
^

事
實
で
あ
つ
た
と
一
見
ら
.れ
る
。
かV

.

て
經
營 

—

濟
僻
に
は
^

勞
働
移
動
の
問
題
は
先
^

勞
顧
カ
の
流
出
^

問
題
ヤ
あ
欠
^

^)
〉

^

.
'人
'の
ま
■

■

v.
'
°
:
:
.
:
.で

パ

-'
,入
：
■ 

r.::: r

 

- 

'
.
上
.
.
.
r 

V 
齡

ン

::パ

ど

2
,

.

.V'

 

稀

：
：
.
’

，
：

:{
:
'
'ぃ
.
'
.
:
..
.
.
.
..

踩
に
顧
營
經
濟
的
に
は
、
勞
働
移
動
問
題
が
*

の
命
;:
5

£

:狼
«

せ

ら

れ

名

ク

七

：れ

：に
對

.し

.

.て
從
來
の
諸
見
解
を
見
，
^
^
^

.力
の
.：.流
出
を
<以
.
-つ
.
_て
数
働
移
動
で
あ
.る
と
.す
■る
.も
'の
.が
相
當
.
.に
多
く
- 

!丨
特
.に
.ァ
メ
，リ
力
.
.
.
に
_於
.い
.
.
.
て
.
1
-

:
■

ま
.た
あ
-る
も
P

は
.
.
:.
?
:
れfe
.對 

，し
H

.
働
：力
の
流
出
人
を
以
つ
て
熒
働
移
動
と
考
へ
よ
う
と
す
る
も
.の
.が
あ
.る(

註
一〕

。
.吾
が
國
に
於
'い
て
、
從
來r

勞

働

興

動--
'
と

い 

は
れ
て
來
た
の
は
、
.確
か
に
と
の
第
二
の
見
解
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
るo

し
か
し
勞
働
移
動
を
と
の
や
う
に
.孰
れ
か
に
暇
らう

#
:

す
. 

i

t

.と
は
‘
少v

と
も
經
營
經
濟
的
觀
點
如
ら
は
ノ
稍
ミ
不
適
當
で
あ
る
と
：い
つ
て
よ
い
？ 

.

.
-.

'.
:
-:
k
.ら
忙
吾
^

が
此
谴
泠
，
パ
有
^

第
&

の
.茼
揮
_

あ
.务
^

置
く
こ
と
は
-

必
ず
し
も
無
意
義
で
は
な
か
ら
う
と
思
は
れ
る
。
と
の
問
題
は
次
ぎ
の
や
う
に
色
々
に
考
慮
せ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う 

勞
倒
移
勸
の
概
念
に
^

^V

 

:
1
_
,
七

.
<
1茗
笠
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勞
働
移
動
灯
槪
念
に
就
い
て
. 

1

八

o

l

s- g
o

.

即

ち

.

2

)

勞
働
力
の
流
出
と
流
入
と
.の
、
'(

ィ)

單
純
な
合
計
を
取
り
擧
げ
る
か
' 

或
は(

口)

そ
の
合
計
を
二
分
.し
た
.も

の

を

.問

題

と

す

-

-

'

-

'

-

I1
-
 

.■.
 

.■■

.
'■り、.■--

'
■■
■..,
■■
.
S
V
.
V
.'
; 

- 

. 

. 

.
V 

*

.
■

. 

'る
か
' 

更
ら
に
、 

■ 

•

.

:

,

-

響

 
(

ィ〕

置
換
I

'

l

l

e

n

t

,

——

震
者
數

と

は

、
：一 

.定

期

間

に

於

け

る

流 

•-
.

.
to
者
數
が
流
入
者
數
ょ
り
も
小
な
：る
時
に
は
、
そ
の
'流
出
者
數
を
以
つ
て
示
さ
れ
、
こ
.の
：反

對

，の

場

合

ボ

は

流

：入

者

數

士

：以

つ

す 

'
;-7
表
.は
さ
れ
る
。
即
ち
、■
そ
れ
は
流
出
勞
_

が
流
^

勞
働
者
に
依
つ
て
置
き
替
は
ら
.れ
る
範
圍
を
、示
ホ
も
の
で
あ
冬
|

を
問
題 

ゾ
'
去
す
.る
：か
0'

:8
1
1
0-:
.
'
;
*
.

或
.法
ロ)

流
出
氣
者
數
.と
流
：入

勞

働

者

數
.の
#

を

重

要

視

ず

名

が
;:
0

こ

の

孰 

,

と
れ
を
經
營
經
濟
的
觀
點
か
ら
見
れ
ば
'
各
々
多
少
の
意
義
.を
持
つ
て
ゐ
る
問
題
：で
あ
る
と
.い
ふ
と
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
即
ち
、 

C

X

ィ)

の
：考
察
'は
‘
：：
ー
勞

働

ヵ
ゎ

嫌

¥

^
が
共
ゼ
多
/>
の
&

營
の(

費
用
支
要
求
す
る
孓 

要
：で
.炎
り
i
, 

(

一：0
0
.か

0
考

察

：が.經

營

の

生

產

め
.：讓

:>
嘁 

て
®

要
視
せ，ら
れ
る
こ
と
は
、
い
ふ
ま
.で
も
な
か
ら
ラ
:0
こ

れ

に

對

し

x

る
と
は
思
へ
な
い
。
そ
れ
は
寧
ろ(

ニ)

 

口
の
'考
察
，に
於
い
て
充
分
替
.は
ち
れ
.得
る
か
ら
で
あ
る(

3£
三)

0

，そ
しV

最
後
にC

1
X

 O

の 

考
察
杧
至
：つ
セ
.は

遙

か

盧

意

義
.は
小
さ
：、い
セ
あ
ち
ぅ
：？

か

く

ヤ

輕

營

經

濟

的

.に

は

a
:
D
G

 
ロ)

 

0
:考
察
';
:
'卽
'ち
'

#

働
ヵ
の
流
出
人
$
.合

計

及

び

、
そ

の

秦

を

常

に

_

か
'に
す
る
も
と
»

に
於
^

て
ょ
り
有
意
義
.に
取
り
擧
げ
：

■
 
I--.
 

-，..：'
.
.
'
.
.
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

. 

• 

-* 

, 

，
- 

. 

« 

.*• 

. 

.

-ら
れ(

る
：
で

.あ

ら

う

 

o
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:、

-

,

 

y

.
: 
:
'
:
•■, 

■■
 

'

.

.

/

. 

>

,
さ
て
彳
經
營
齡
濟
的
に
は
、
夯
働
移
動
の
問
®

は
以
ト「

0

如
く
限
.定
，さ
れ
#

る
セ
あ
ら
：ぅ
6
;
そ
し
、て
と
れ
は
、
先
き
一
に
軾
^

^|

第
. 

ニ
節
の
後
段
.に
於
ぃ
：'て
..問
題
と
し
て
殘
し
て
置
ぃ
た
'
:四)

の
場
合
に
.關
聯
す
.令 

し

か

も

ま

た

其

處

.に

乐

し

て

置

い

た

の
I

s

ち
，

m

營
g

特
定
の
■

過
S

基
準
し
て
考
|

ら
れ
得
る
雲
I

 

營
經
濟
的
問
題
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
,0
そ
し
て
此
處
で
の
勞
働
栘
動
の
問
•題
が
-
一
般
に
先
き
に
述
べ
た
經
營
經
俯
故
ポ
題
^

同
檬
に
.:' 

舣
い
，擧

げ

ら

れ

靜

を

こ

：と

_

勿
1

で
お
る
。
し
：か
も
此
處
で
の
間
題
ぽ
吏
兔
值
ち
ヒ
全
：膨
ど 

ま
t

の
反
面
f

ぃ

謂

こ

i

營

爲

特

讓

通

1

1

:

1

及

び
(4
)

0
>-
}

«

5

の

問

膝

と

：
し

^-

、>

—

低

し̂

&

場

合

紀

は-6
ぬ
<

と

共

に

闸1:
經

營
.內
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間 

M

4

.即
案
ぅ
外
國
ぺ
ン
の
入
は
の
：流
出
と
、
反
對
に
國
ft
.
.へ
.の
勞
働
カ
め
^

入
と
が
、
.先
ぎ
^

は
^

參

動

れ

問
«|
か
ら
除
；̂

^

^
で
-

_

る
が
、
：論

理

的

§

署̂

藝

察

<0
範

圍

杧

入

り

來

る

：こ
！
と

も

看

姆

;1
^
#

な
’い
；ャ

て
^̂ ̂

J
>

::':'.yベ

し

V 

,

ゝ
;
:以

上

：の.如

く

、.：國

民

經

濟

的

觀

點

が

6

の
勞
働
栘
動
<0
.間

題

が

、

經

營

藝

的

觀

點

か

ら

の

そ

れ

と

充

分

區

別

さ

れ

-^
ば
な
ら
な
へ
い 

:

こ
と
：は

r.

餘

起

明

が

货

ぁ

る

，
で

ぁ

ら

ぅ

。
：
し

か

も

特

に

國

民

經

濟

的

、

.線
合
的
全
體
的
杈
考
察
.に
：於

い

そ

ぼ

、
-■
尙
ほ
そ：
の
考
察
の
'範

.

.

. 

'
.
V 

' 

. 

.

.

.

.

.園

.は
、
.そ
.
.の
綠
.合

化

；
の
：
段

階

：
に
：應

^

て
、
廣
狹
CQ

差
を
、示
し
、同
時
^

と
.
0
こ
と
は
中
：心
的
な
間
題
に
幾
分
の
_

違
を
來
秃
さ
ム
め
”る
。 

,
ゝ

务

じ

の
.瘍
合
^

:'
'
'吾

：
：そ

の

薄

察

の

；
範

圍

赘

最

^-

狹
<

す
れ
ば
.、
：其
處
セ
：の
勞
働
.移
動
問
題
^

.

.名
こ
'上
. 

>な
：る
;'
'
0.菸
ぐ
^

生
產
政
策
的
觀
_
*
-
—經
營
經
濟
的
觀
截
だ
じ
^ :
，
國
民
雜
濟
的
^

..

ン
題
は
、：雀

密

接

な

關

聯
ft
於
い
.
.て
取
丨
擧
げ
ら
れ
る
亡
と
な
り
、.
^
つ
^

多
く
.の
，
硏

究

奢

の

場

合

：
に

.、

問

題

に

歆

す

：る

基

本

;
:
?
分̂
に
自
顰
せ
..ち
れ
.ず
:'
-
>
.ま
*

そ
.の
：：考

察

：
の

範

圍

を

ど

の

：：や

-5
-

限̂
定
す
芩
か
が
明
確
^
さ
れ
な
い
.と〉

と

が

、
，
移

動

問

題

を

し

ャ

徒
 

U
ら

纪
'多

岐

多

棒

改

：も

.

.の
で.ぁ

る

在

思.

^
め

、

「

旦

つ
.時

：に..呔
^

’

其
参
で
'と
：の
と
と
に
'關
聯
し
.て
だ
此
處
脅
吾
^

^
次
貪
の
15
'

を
指
摘
し
：1

か
ね
ば
：な

ち

な

い

？

吾

々
：
が
勞
働
移
動
の
：問

題

を

ど

.の 

:

.

や
：ぅ

系

觀

點

如

：

ら

取

り

擧

げ

岑

に

翁

て

も

、

.：吾

；々

：：の

廉

究

が

相

瓦

虼

關

»

せ

し

办

ち

れ

：
る
：
と

と

：
は
：、

,
旣
ヒ
.本
論
中
忙
於
5

*
屢
.ガ
指
摘 

,

1>
そ
*

た
と
^

^
で
0'
る
^

じ
.か
も
ま
た
1

移
«

の
間
題
：は.、>
興

に

指

摘

し

：
た

^

ダ 

::
'
•の
：、

で
：：

ぁ

备

。

：

七

か

.
し

夸

れ
fc
b .
て
i

、
.；間

題

に

對

す

卷

基

本

的

観

點

の

•相

違

は

、
：
自

づ

；
か
：ら

.そ

^

に
基
ク 

'

峰
し
私
る
纪
象
斧
&

で
ぁ
&

フ
—

咩
办
的
な
問
題
亦
選
捧
せ
ぢ
れ
た
と
す
れ
ば
ノ 

'こ
れ
£

聯
す
る
諸
問
題
は
副
次
的
な
意
義
を
持 

.

.つ
、と
と
名
.の
：、''
'
;
.謂
は
を
中
心
間
題
^

對
尤
を
周
邊
的
問
題
|:
:
|
|成
す
る
、
と
#
■
へ
ら
れ
.る
で
：ぁ
ら
ぅ
.？

か

べ

弋

勞

働

移

動

屋

.を
取
り 

'■
■

擧

げ

ょ

ぅ

と

：す

各

場

養

>)

朱
づ
f

々
拉
と
つ
て
必
要
な
こ
と
^

^

:

•
見
.ら
れ
得
冬
で
秦
奮
：o
,:
'
.即
ち
>
ぺ. 

:
'
y
.

\:
.ベ 

.. 

.

: 

' 

. 

-

- 

- 

r
. 

‘、
,;
■

•

:
■
-■
.

I

s
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勞
働
移
動
©

供
傘
に
就
い
.5
 

1
1

四

(

ニ
ー1
四
ニ
>
,

-

第

1:

に
、
害
々
扒
社
會
學
的
ノ
或
は
人
ル
學
的
立
場
か
ら
、
勞
働
移
動
を
間
題
と
し
ょ
ぅ
と
す
る
の
如
、
ま
た
社
會
政
策
的
觀
點
か 

ら
か
、
或
は
生
®

政
策
的
觀
點
か
ら
か
、
• 

"

'

.

、
：

‘
/

.*
/
 

、

-
第」
ー
に
、
若
し
吾
々
が
生
靡
政
策
的
觀
點
ぬ
立
つ
と
す
れ
ば
•

經
營
經
濟
的
觀
勢
に
於
い
て
\?

あ
る
か
、
或
は
國
民
經
濟
的
觀
點
に 

於
い
て
V

あ
る
か
、
こ
の
こ
.と
ば
い
ひ
换
べ
れ
ば
、，.
吾
々
の
問
題
形
式
に
於
け
る「

あ
る
處」

(

A)

を
、
.
現
實
の
ゼ
の
，や
乃
な
も
の
に
還
：
 

'元
ず
る
か
、
と
い
.ふ
こ
と
で
も
あ
’る
•

即
ち
、「

あ
る
處J

(
A
O

を
以
づ
て
、
吾
.
.々
.が
、經
營
と
す
る
か
*

特
定
生
產
部
門
■と
す
る
か
、I

產 

業
と
す
る
か
，
國
民
經
濟
全
體
ど
.す
る
か
、
こ
れ
が
薇
定
さ
.れ
て
居
ら
ね
ば
な
，ら
な
い(

誅
三〕

？ 

•

,

,
:
.從
來
3

今
0;

セ
：4
亦

同

樣

せ

％:る
：が
、
吾
が
國
內
外
に
於
け
る
勞
働
移
動
の
研
究
を
行
は
.ふ
者
の
多
ぐ
が
、
こ
の1

1
つ
..

の
點
を
明
確 

にして：
居

こ

I

が
、、徒
^;
：

u
問
題
.を
し
て
备
多
獴
0

^
(0
.

た
ら
し
め
¥

來
た
踯
以
で
あ
る
こ
と
は
、も
は
や
ぶ
れ
以
上
に
說
く
. 

:
必
要
は
な
^

4
し
か
しM

れ
に
就
V;
そ
：は
、
尙
ほ
此
處
で
次
ぎ
の
.
.と
.と
、を
附
！3
し
そ
®

^

^

先

き
に
-も
1
:ー
言
し
.て
置
い
た
や
ぅ
：.に
、
勞
働
修
動
に
關
す
.石

0

硏
究
と
喹
名
れ
て
來
た
も
の
.
、
..
-
と

い

つ

だ

方

が

或

は

い

、

恥

嚅

知

れ

が

い

——

の
內
で
、
こ
の
點
圮
就
い
オ
_

タ

明

確

'な

出

發

點

耷
 

與

)

へ

ら

れ

て

：
ゐ

冬

の

ほ

'

經
營
經
濟
的
觀
點
に
立
0

«

究
せ
あ
^
だ
ゼ
^

つ
て
い
4

あ
ら
ぅ
。
し
が
务
ぐ
の
.
經
營
經
濟
的
硏
.究
：は
>

-
 

國
民
經
濟
的
硏
究
の
第
：だ
の
も
(0
>

:>
:
.間
匦
：の
办
心
を
殆
ん
ど
等
し
く
し
そ
ゐ
：る
？

^
^

,

究
で
.あ
る
と
：裳

.ば
、
：'國
：民
«
濟
的
觀
點E

泣
'つ
_第
へ
1
及
び
第
一1
S
硏
究
^

:

か
j

震

窮

觀

點

I

I

は
未
だ
_

は

な
く
と
；も

、

'
此

處

杧

：多' #
と
慕
慮
せ
：&
れ
る
^

と
ゐ
必
宴
が
生
じ
：て
來
吝
:°
從
つ
"て
吾
；々
は

以
.つ
.て
、
直
ち
.に
と
の
兩
觀
點
の
區
別
を
無
視
す
る
と
：と
を
許
さ
れ
な
い
.,
0

、そ
し
て
特
に
と
^

點
を
此
處
に
指
摘
し
た
所
以
は
、
從
來

の
研
究
を
考
獻
す
れ
ば
、
.
一
般
に
勞
働
侈
動
の
研
究
と
.し
て
知
ら
れ
て
來
た
も
の
が
、
大
賸
經
營
經
濟
的
硏
究
と
更
ら
に
そ
れ
に
密
接 

に
關
聯
す
る
^ -

ー
の
國
民
經
濟
的
硏
究
と
で
瓜
る
、-
と
，い
ふ
點
に
加
、
つ
.て
ゐ
る
の
で
ぁ
る
。

. 

.
、

、
*
• 

•
•
•
:
•
•
•
•
.
> 

* 

• 

• 

• 

•

II
 
i
 

•
 

■
.

ン.
 

!
•
•
•
>
. 

'
 - 
.
 

. 

. 

' 

. 

• 

I 

-

«■
.
.
' 

•
>
..• 

'
J 

.

•:
•
• 

«...

:

:

:
• «「

，•最
趣
、
森
耕
一4
郞
氏
め
見
儒
に
依
れ.ば
、」

勞
働
者
移
動̂

問

題

は

相

當

雇

範

圍

で

あ

焱

が

、
そ
の
内
で

(

：1

7
の
：重

要
. &

間
題
と
.
し
て
、

. 

■
:

:

は「

勞
働
の
灰
齡
的
移
動
し
と
呼
ば
れ
る
も
：の
：、
, &
.
石
こ
と
を
指
摘
レ
て
居
ら
れ
る0
も
し
：て
氏
の
謂4「

本
源
的
良
動
し
と
い
：ふ
の
狀
、
勞
務

.

:

f

.

..味
す
，

氏
が
具
1

親

#

e

l

依
れ
ば
，
こ
，の
.

「

本
源
的
I

I

す
勞
務
痕
源
I

f

 

女
子
雪

：に
、
.靑

少
_

 

4

働
に
：
、
中

：小

商

H

業
Ri
f

は
，.
更
ら
.

U

半
篇
勞
働
者
に
求
め
ら
れ
ゐC

K
U

郞
：
勞
務
者
移
動
間
題
.「

時
局
と
社
#

政
策
しc

l
>

 :

三
〇
九
頁

私
は
此
處
に
氏
拆
指
摘じ
'
.て
居
ら
れ
る
邊
源
的
移1 |
'

」

：の
事
實
が
、.移
動
問
題
に
於
い
て
一
つ
め
踅
耍
な
問
題
で
ぁ
る
こ
ど
を
氣
め
る
が

、
.

:
:
,氏
が「

本
： #

的
移
励J

を
右
办
や
ぅ.
な
色
：々

な
勞
亂
ガ
保
有
者
に
就
い
て一樣
に

認

め

ら

れ

ょ
.5
と
す
る
こ
と
に
は
，
多
少'與
4
1
を

差

.七

ぼ

さ

み
 

,

た
.
い
と
思
ふ
。
私
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
立
本
服
的
移
勤

“

と
覓
做
さ
れ
る
も
の
は
、
氏
に
ぁ
つ
.
て
は
時
局
蜇.
耍
產
槩
の
觀
點
：か'ら
考
：へ^ .

れ
て
：
. 

ゐ
る
が
、
そ
れ
は
も
つ
ト
廣
く
國
妒
亂
齊
.

(7
)

'

全
斷
的
だ
立
場
が<

^

鬼
^

0
©

が
.
適
當
甘
ば
な
い
か
と
思4
;0
內
地
を
朝
鮮
と
：對
比
し
で、
,

:

半
島
勞
働
者
の£
地
,
來
が
衣
齡
的
移
動
ど.見
齡
$

:

。̂
忘

き

必

ず

：し

も

不

適

當

：で
は
夂
い

.

.が
；、
：
中

小

商

エ
.業
層
、
？
或
は
農
民
層
か̂'
'

の
”

. 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

I 

- 

• 

•
•
4
V
V
.
V 

.

.

.

.

.

. 

.

.
'
-

».
' 

. 

- 

-
' 

, 

.

.

.

.

.

.

所
謂
轉
業
者̂
—

或
は
出
.稼
者一

^

就
い
て
ま
で
、
本
源
的
移
動
を
考
へ
ょ
ぅ
と
し
て
居
ら
れ
る
ど
と
に
は
い
痕
ち
に
替
同
し
得
な
い
タ
私 

は
こ
れ
を
寧
ろ
堪
に
產
槳
問
の
勢
働
後
動

(

>

4.
«〕

と
見
做
し
た
い
0 
.そ
し
，て
本
源
的
移
勤
と
見
做
さ
れ
る
■
の
は
、
未
就
寒
の
靑
也
年
■及

び

舞 

子
に
就
.
い
て
、
そ
し
て
ま
た
外
國
如
が
の
勞
働
者
に
就
い
て
の
み
考
へ

.
る
.の
が
、
ょ
«3
-

適
當
印
ぁ
る
と
考
；へ
る
。

い
ひ
換
へ
れ
ば
’
吾
が
國
の
广 

■:「

諸
產
業
部
門
べ.
.金
ズ
新
し
い
も
の
と
し
て
入
ぢ
ル
む
勞
働
ヵ
の
流
入
を
以
ヴ
て
、
私
は
本
源
的
な
勞
秦
移
動
と
考
へ
た
い
。
尙
ほ
こ
の
.場
合
に
レ 

顯
在
的
失
業
者
の
就
職
が
阶
題
と
さ
れ
な
V

C

と

は

い

ふ

ま

で

も

な

い

ミ‘

勞
親
移
動
の
槪
念
に
就
い
’
て
，
 

1
1

五

r \
一
一 
I

s

g

 

:
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.

勞
働
移
動
S

念
に
就
ぃ
て
 

• 

ニ

六

(

•
ニ 
3

S

註
.ニ
'
私
太
^
噶
こ
•努
働
力
流
出
の
原
因
に
就
い
て
は
全
く
觸
れ
て
ゐ
.な
い
が
、
勞
働
力
の
流
出
は
素
よ
り
種
々
な
る
原S

に
甚
づ
い
て
ゐ
る
0 

•そ
の
^
'で
、
從
ぶ
若
干
の
硏
究
者
に
故
っ
て
、
农
可3r
的
な
勞
働

力
の
流
出
の
#-
す
を
こ
と
が
注
意
さ
れ
、
且
っ
そ
の
大
き
さ
が
計
ら
れ
よ
う 

ど
し
て
ゐ
る
.
o 

0

」

の
點
に
就
ぃ
て
は
、
本
« -
ー
ー
月
號
じ
1
5及
び
七
九
丨
八
0

K
參

濟

そ
し
て
こ
§
不
可
避
的
な
勞
働
カ
の
流
出
は 

,經
營
經
澈
的
に
も
亦
國
民
經
濟
的
に
屯
蜇
要
な
問
題
を
1

す
る
'が
、
-
こ
れ
を

,^
定
す
る
こ
と
は
左
程
容
易
の
こ
と
で
は
な
く
"
特
に
經
營
經- 

濟
的
vr
,場
と
_

§

濟
的
立
場
と
で
は
、
こ
.の
.點
に
就
い
，て

多

少

の

相

違

を

來

た

さ

.し
め

は

し

な\'
か

と

-4
考
へ
：
ら

れ

る。::
'

パ
. 一

W

祖

防

豪

が

：

i

し.ぞ

〕

ど
：和
坐
產
政
策
晚
に
ぼ
地
域
的
問
題
で

 

職
業
的
な
吼
題
で
あ
る
。
.
從
つ
そ 

.

地
域
的
な̂

^

励
® '

考
察
は
、
爺
榮
的
、
職
業
的
、
經

營

的

な

勞

働

蠢

の

問

題

疑

.
し
て
ば
、
第
ニ
義
的
な
も
勿
と
衣
る
。
"
が
く
て
例
へ
へ 

.

t

農
村
か
ら
都
市
へ
の
勞
働
カ
の
移
動
» '

或
は
ま
た&

人
-

勞
働
者
‘
の
闪
地
渡
来
の
問
題
の
如
き
は

(

里
ら
ば
產
翁
的
ハ
へ
經
營
的
考̂
^
同
時
： 

V

:

'

"

.に
如
へ
■
わ
れ
な
け
れ
ば.
、
生
產
•
の
間
題
と
し.
て
は
'

未
だ
.不
宠
分
た
.
る
を
免
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
但
し
移
民
問
題
を
4
考
_
す
る
國
民
經
濟
の 

..

免
H

允
#

か
ら
は
、

こ
の
紙
派
的
な
考
察
、が
よ
り
亂
要
：と
な
ん
が
、

.

ル
か
レ
こ
の
場
合
に
も
產
業
的
、
職
築
敗
、
經
營
的

'な
考
廣
が
全
ぐ
.不 

.

必
要
と
な
る
一
の
セ
は
な
い
？
:'
:
.

ゾ
 ̂

へ
:

.

；：
 

.

.

:

'

.
-.
ノ

:

;

六
..

.

_ 

.

,
:

■

以
上
"

諸
節
に
苴
つ
て
、
■

は
尊
ら
勞
働
移
動
問
題
.に

對

し

ベ

〔

き
碁
本
的
觀
點
と
"
：
そ

れ

：に

甚

づ

.く
問
題
と
.を
明
か
に
し 

よ
う
と
努
め
て
來
た
が
V
.
最
衡
に
本
論
^

主
：曝

に

歸

つ

て

、
；

#

働
移
動
の
概
念
と
移
動
の
諸
形
態
^
厲
い
て
.、
多
少
の
と
と
を
附
け
加
：

へ
：て
置
か
：ね

ば

な

ら

な

い。

(

 

.

、
 

r 

:

ぐ
私
論
7)
ぎ
萬
疋
旣
：に
指
愉
し
て
置
い
た
や
ラ
に
"

勞

擊

動

ば

、
い
$

 

!

定
の
勞
爾
の
保
有
者
；の
.移
動
で
あ
'る
と
.見
ら 

、<
を
0:
.
こ
.の

裏

：で
_は
、
確
如
_に
勞
働
# :
:

動

杜

蒡

働

者

參

動

と

.呼

ば

作

 

. 

ぞ
う
が
敗
的
理
歉
で
■は
未
だ
勞
働
辍
軌
の
撤
念
が
明
か
に
さ
れ
.た
こ
と
に
ぬ
i

な
い
o
,
:蓋
し
.此
處
茗
の
謂
ふ「

移
動」

：そ
の
も
€ >

,
が

逬

ら̂
§
^

に
'さ
：
れ

な

げ

れ

ば

&

^
な
：い
.
.か

ら

：で

ぁ

る

？
.：
し

か

^

&
の「

^

';
:
:し
4;
撣

純

溆

も

、の
：
で
：
も

な

<:
:
ぺ
：ま

：
た

簡
*

に

爱

義

づ

呔

ら

れ

.，.る

.こ
£

は
>'
時
_

い
^

洼
^
^

'
.抽

象

的■に

は

：
贫

働

移

動

ぶ

塗

層

の

：生
淹
過
程
べ
へ
の
勞
働

# '
:
の
：

〔

流

入

と' 
反

對

に|

定
の
5生
*

過

程

か̂;
の

绔

馨
(0
霞
出
占
の
一

1; 

.

.ハ
つ
：
の
：事

實

：を

含

む

為

の

で

ぁ

る

、
じ
杏
い
：

4

こ

知

が

出

來

苓

で

麩

ら

ぅ

o
.
.こ
れ

.

.迤
職
>

5
れ
得
る
^

#

^
る
^

も
知
れ
；な
.い
>0
.
:そ
1;
.
:て
*

於

霊

多
<;
.の
論
者
^
费
 

議

を

考
^

ょ
；;5
と

：ず

冬

も

や

、
見

解

：に

轸

い

：

.で
成
、
勞
働
者
0
:
:流
：出
、
.

“
し
か
：し
；吾
^

は
#

^

レ
も
勞
働
*

の
流
出
齡

：對
.し
.て
雇
傭
關

係

：
の
：離

脫
碁

.，ベ客

.必
要
^

'
:個
-
<廣

廣

者

：の
_

駿

數
,>
或
は
沖
/1
>
產
業
.の
璩
合
の
經
營
者
自
身
^

轉

震

.の
場
.合

も
.:
';

^

. 

' 

• 

.

.

. 

•

•

'

/■

.

.ら

.な

.い
々
;®

ち
.：
に

ま

た

第

一

.定

、-@
傭
關
係
は
そ
の
：あ
ふ
.
で
€

9

.' #
殊
形
態
と
し
'て
观
ゅ
极
嫂
れ
る
こ
と
.が
必
：要
：で
息
る
於
-
-

努̂
働
移
動
と
1>
'て
考
へ
へ
：̂:
れ
_る
こ
ど
が
寧
ろ
.適
當
で
ぁ
：る
し
、
き
彐 

*

龙
以
^>
^

い
：へ
、ぼ

-.
!
;
'--
-
-經
徵
_

に
於
い
^

然
る
べ
^
_で

务

る

か

ら

、で

ぁ

る

。

こ

'の
や
ぅ
^
廣
働
ヵ
.の
流
出
に
就
い
.で

考

へ

ら

れ

名

と

、
と

は

、

ま

た

反

對

^
勞

慟
カ
め
流
人
ぼ
就
い
ノ 

て

も

廣

へ

つ

，
て
；
私

：は

勞

慟

カ

0

滩
入
^'
'

特
に
掃
入
と
い
，.ふ
こ
.と
に
.も
同
»

1-
>

-

*ね
る
0

',
,さ
.て
、.
菩
々
.
は
.澇
働
移
' «
^

1

つ
-
て
、
右
の
如
く
、一

定
の
生
產
過
程
へ
の
|
8̂

:

の
渝
入
と
一
定
の
へ
生
產
過
程
か
ら
め
勞
餘
ヵ
の 

'流
洲
と
、
こ

会
3

め
：事
贊
を
含
む
も
の
と
考
へ
得
.る
。
但
.し
む
.ろ

，ん

吾

タ

が

勞

» ;

移

動

と

？
い

ふ

場

^ '

に
味
，
％

時
^ -
&
'の
1
:ー
つ0
事

. 

實
が
認
.め
.ら
れ
る
や
.ぅ
な
場
合
だ
け
耷
い
>ふ
0 .
.で
.は
か
く
て
、
そ
の
孰
れ
か
ニ
.方
め
'瀋
實
め
け
で
も
'*
-

吾
々
は
.と

れ

を

勞

働

移
»-
と
ー
い 

'ふ
と
と
が
出
來
る
.
ゾ

そ
/ L

て
*

實
の
勞
働
移
動
：に
就
い
て
脔
へ
て
a

る
.と
、
同
''勞
働
者
の
移
» j
••

で
ぁ
つ
て
、
そ
れ
が
同
時
に
:>
若
し 

'勞
P

移
動
ゃ
傲
念
.|€
;就
ぃ
：て
，
 

.
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.

:

分
|-
4

勝
勒
の
腌
念
.に
就
い
て

 

_ 

•
 

f
f/v
C

H

1

5

0
 

く
は
連
續
的
に
-
I

と
い
ふ
の
は
、
私
は
此
處
でV

定
期
間
失
業
狀
態
'に
あ
.つ
た
も
の
が
再
び
就
職
す
る
に
い
ふ
や
ぅ
な
場
合
を
考 

t

外
に
置
食
た
い
と
思
ふ
か
ら
で
あ
る
70
そ
-し
て
こ
の
^ .
11
の
場
合
は
罾
に
取
り
擧
げ
る
こ
と
、
.し
-た
い
^

_
旦
つ
勞
働
者
の
g

發
的 

な
努
滅
ヵ
の
流
川
で
あ
つ
て
*

ま
た
發
働
力
の
流
人
で
あ
る
、も
の
も
あ
，る
®

即
ち
、
勞
働
者
が
A

れ
經
營
か
ら
丑
の
經
營
に
移
る
場
食 

;.
に
は
、
そ
の
济
働
ヵ
ぱ
八
が
ら
流
出
•し
.た
の
で
あ
る
が
、
こ0

：

流
出
は
同
時
に
、
或
は
直
ぐ
引
き
續
い
て
B

y

Q

^

A^ '^ .
^

v

^

B

^
 

s..

流
人
の
た
め
.に
八
か
ら
の
流
出
が
行
は
れ
た
士
馬
ら
れ
石
。
こ
.の
，
や

ぅ

な

謂
•は
^

雨
面
的
な
移
動
に
對
し
て
、
吾
々
は
ま
灰
そ
の
士 

面
的
な
移
動
Q
存
す
る
こ
と
も
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
‘
0
,そ
し
て
.匕
の
|
面
的
な
移
»

は
勞
働
カ
の
流
入
と
し
て
存
し
、へ
ま
だ
反
對
^
勞 

動
力
の
流
出
と
し
、て
存
す
，る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
？
其
處
で
私
は
こ
'
の
'謂
は
^

兩
面
‘的
移
動
と
も
見
做
さ
る
べ
き
も
.の
.を

r

売
全 

移
爾
条
稱
し
，
.-
.
'
1面

的

：な

移

動

を
「

不

完

全

移

動

」

と

し

ヤ

”

兩
 

:

•.

''完
金
移
動
は
時
代
を
異
に
レ
て
冬
の
行
枕
れ
冬 

般
に
.移
動
現
象
中
.こ
れ
が
先
. 

、づ
吾
>
:
の
&

思
克
歲
き
<:
»

勞
働
移
動
問
題
の
树
究
^

戟
ず
る
と
^

づ
-t
w

x

。
過
去
に
於
い 
<

さ
5.

で
_

つ

だ

じ

、
ぜ
現
^

吾
の
镇
合
ハ 

に

、

栘

動

問

題

：が

最

近

；
：
ー
；

0「

の
夹
幾
な
問
議
ど
せ
、ら
れ
'て
ゐ
苓
の
も
、
こ
の
完
全
移
動
現
象
の
た
め
で
.あ
ー
る
:^
.
^
つ
.セ
卷
い
'
ゝ
。
A

處
：
 

で
.少
：し
：:-
<
:
こ

：
の
：
完

签

移

動

に

'就
い
そ
考
慮
じ
.で
覓
.ょ
ぅ
9

先
き
；に
«

ぺ̂

エ

場

に

於

：：い

^

勞
&

に

從

事

し

「

？
丄

敎.る

珑

：業

勞

働

者
.に
關
ず
.る
研
究
冶
較
グ
ゼ
八
も 

0
:場
合
忆
當
で
軚
龙
锝
务
？
そ
^

て
_

に
簡
單
に
紹
介
1.
て
、置
い
於
.や

ぅ

に

*
,
べ

を

て

必
^

が

ハ

管

ぞ

扑

变

完

全

夥

動

£

ー1 .
態
と
し
て
取
り
擧
げ
务
な
と
菌
來
；る
t

考

ペ

今：

即
ち
、
そ
.の1i

ー
形
賭
と
ぼ
.(
1
)經
營
變 

§
 

€職
業
變
更
.'
'
>(3
)
地
域
移
轉
.の
笔
つ
ゼ
’あ
る
。
こ
め
經
營
變
搀
は
八
輕
營
か
6>
:

»
馨

へ

と

5

’ふ
や
5;
笮

完

全

栘

動

の

最

が

普

ニ
 

通
の
形
態
で
、あ
り
，：
そ
れ
が
同
時
に
.賴

：業

變

更
'で
，あ̂'
こ

と
1

あ

り
,>
{

^

尨

る
場
合
も
あ
る
。
こ
れg

對
し
，てf

廣
變
M

は
他
の
ニ
.形

態

か

ら

離

れ

て

獨

立

，に

も

存

す

る

o

即

ち

、.
_佩
1

顧

營

內

：に
：
於

.い

.
て

曲

虛

過 

程
老
絶
孩
す
冬
場
洽
.に
ぃ
.

#
働

漭

ぼ

：洞

峙

に
--
1
(種
を
變
更
す
名
こ
.
'と
：が
あ
る
0
;
.
«
ら
.に
地
狨
移
猶
切
.他
の
.ニ 

得
る
と
考
へ
fe
-
れ
る
。
即
ち
、
轉
任
或
：は
輜
出
'と
.い
は
れ
る
場
合
於
’

れ
で
あ
る
，
0 

.
し
か
し
；

J

の
や
ぅ
な
場
合
に
、
雇
齡
腿
係
r

考
遨 

て
見
れ
ば
、
そ
れ
.は
同
時
に
經
8

換
で
あ
る
と
見
て
も
い
、
か
も
知
れ
な
い
。
尙
ほ
地
域
罄
に
就
い
て
.い
ふ
、ベ
t

と
は
、 

.そ

.れ
が
勞
働
者
の
居
.住

に

就

い

て

考

へ

ら

れ

る

の

か

、

若

し

く

は

生

糜

過

樺

の

存

ず

る

場

所

的

考

慮

で

あ

る

か

と

い

ふ

點

で

あ

る

:,
°

む 

、
る

ん

掏- #
は
多
く
の
場
合
に
同
時
に
存
し
得
る
こ
と
，で
あ
る
が
、
五
' 8

亦
生
產
政
策
的
考
慮
长
從
ル
士
ず
れ
ば
、
そ
れ
ほ
生
產
姆
程
め 

場
所
的
考
慮
セ
'あ
^

し
、
.若
し
.吾
々
，
が

社

食

政

策

的

考

慮

^

繞
す
-と
.：す
：
；
^

*'-
;
,蕃

め

墙

- M
g

變
讹
が
問
題
と
な
^'
1

得
#
 

■ 

尙
ほ
生
鹿
過
程
は
一
定
の
空
間
を
占
め
て
ゐ
る
.と
い
ふ
嚴
密
な
意
味
で
は
、
む
.ろ
ん
移
動
は
そ
.の
，
殆

ん

，ど

總

て

の

，
場

合

に

地

，
或

侈

轉

を

• 

* 

. 

.

.

.

.

. 

. 

.

/.-V. 
. 

• 

>
. 

- •
■
.

'

. 

- 

- 

' 

• 

- 

. 

- 

• 

. ..
 
.
 

J...

,.
, 

- 

•• 

r
>
-
,
- 

•

.

.

.

.

k

味
す
る
.こ
と
に
な
る
.が
、
私
は
必
ず
し
も
こ
の
や
.ぅ
な
物
理
學
的
正
確
さ
を
此
處
に
必
要
と
は
せ
ず
*
,間
題
^

地
»

は
稍
々
，不

確

定 

で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
"

著
々
の
日
常
.の
社
會
的
生
洁
空
間
>'
い

ふ

や

ぅ

な

點

で

決

.せ

ら

れ

る

だ

ら

.-
5

と

考

：へ
'
る:,°
矣 

'全
移
動
は
三
0

め
形
態
'で
現
.は
れ
て
來
る
し
、
.ま
た
そ
の
複
合
形
’態

で

現

ば

れ

て

來

.る

が

'

そ
の
內
で
生
齡
と
の
關
聯
に
於
い
そ
ょ
り
、
 

_

で
、あ

; ^
^

は
,

經
營
變
換
と
職
業
變
更
.で
あ
飞
移
動
現
象
と
し
.て
最
も
注
目
せ
ら
れ
る
の
は
經
營
變
換
で
あ
る
、
.

'

.

.•.
* 

/•
M

ら
に
不
完
全
移
動
に
就
い
て
見
;±

ぅ

.°

,
不

完

洤

移

動

は
^

產

過

程

か

ら

生

產

過

程

へ

の

移

動

で

、は

な

い

。

そ

.の」

方

の

端

读

ザ 

H

ゐ
る
場
合
で
あ
る
。
從
つ
ぃ
て
其
處
で
は
勞
働
力
は
現
實
の
勞
働
力
で
.，な

い

。

こ

れ

を

生

產

過

程

、へ

の

流

入

と

い

ふ

一
面

的

移

動

と,:
1
.

^
寬

务
^

そ
.れ

故

勞

働

カ

わ

廣

货
'發

_

絮

釋

カ_

”雷

的

馨

數

：；現

實

勞

働

^

(

^
^

%

霍

的

碧

.

」

^

姊
ん
セ
—

か

：ぅ

。
^ ^
れ
杧
對
ふ
冗
:.
%
.の
；
夜

め
可
能
的
勞
働
力
.へ
の
變
化
-

或
は
現
實
嘮
働
力
の
完
全
喪
失
で
あ
り
て
、
t
.れ
を
漱
g

消
極
盼
移
動j

と

稱

し

.て

廣
，き
太

.^
こ
の 

,

勞
働
，̂

動
の
概
念
忙
就
い
て

 

/
J
.
1
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勞
働
侈
動
の
槪
念
_に
就
ぃ
，
 

' 

三
0 

c

r

s

o

;

や
う
に
不
究
全
移
動
は
ニ
つ
の
形
態
に
區
別
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
が
、
.そ
の
各
々
は
ま
次
色
々
な
事
實
に
就
い
て
認
め
ら
れ
る
•
卽
ぃ 

ち
、
先
づ
消
極
的
移
動
に
.就
い
て
見
'る
と
、
現
實
勞
働
力
，の
可
能
的
勞
働
力
へ
の
變
化
と
し
て
は
、
，第
一
に
失
業
、第
二
に
は
例
へ
ば
？ 

腐
婚
に
依
る
家
庭
生
活
へ
の
沒
入
、
就
學
或
は
兵
役
亂
務
に
依
る
勞
働
ヵ
の
流
价
の
如
き
は
こ
れ
で
あ
る
。
更
ら
'に
現
實
’勞
働
ヵ
の
完 

全
喪
失
と
し
て
は
'.

勞
働
ヵ
の
早
期
磨
滅
、
老
衰
に
依
る
生
齑
過
程
か
ら
•の
.離
脫
、更
ら
に
海
外
へ
の
勞
働
力
の
流
出
が
‘こ
れ
で
あ
る
。

. 

と
の
.や
う
に
具
體
的
fc

は
種
々
の
も
の
.と

-1
.
て
現
.は
れ
^ -

來
る
が
、
先
き
.に
前
節
.註
一
一
の
中
に
‘
一
言
し
て
置
い
た
不
避
的
發
働
为
の
流」

. 

出
1

勿
論
こ
の
ヒ
と
自
體
を
明
確
に
決
定
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
兎
も
角
と
し
ズ
—

こ
れ
が
消
極
的
.
. 

移
動
で
あ
る
こ
上
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
の
消
極
的
移
動
に
對
し
て
、

積
極
的
移
動
も
亦
ル
體
的
に
は
色
々
な
も
の
と
し
てt

通
ば
れ
，
/ 

y

‘來
る
o

前
節
註
一
中
に
論
評
し
て
置
い
.た
や
う
に
.、
本
源
的
移
_

と
考
へ
ら
れ
る
も
の
，が
、
第
一
に
こ
れ
に
屬
し
て
ゐ
も
。——

但
'
: 

し
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
森
耕
ニ
郞
氏
‘
の
い
ふ
そ
れ
.と
は
完
全
に
一
致
し
な
5

. M
,
解
に
於
い
て
、
.私
は
'こ
.の
名
稱
を
採
用
す
る
。
そ
し
¥

:
 

森
氏
が
尙
ほ
本
源
亂
移
動
と
見
做
す
も
の
、
内

で

、
轉
業
者
.に
關
し
て
は
私
忒
こ
の
大
部
分
を
完
全
移
^

3

見
做
し
::
^

る
ル
、
そ
の
^

: 

部
分
ぼ
失
業
者
と
し
て
別
に
不
完
全
移
動
を
考
へ
る
こ
と
、
し
た
い一

：si
ら
に
失
業
者
の
#

®

^

^
極
袖
够
動
次
あ
湯
が
、
單
^

. 

失
業
者
^

は
限
ら
ず
、
‘
そ
の
他
の
も
の
、
再
就
業
の
場
合
も
こ
れ
で
あ
，る
。
V

ひ
換
へ
れ
ば
、
こ
の
，場
八
ロ
の
積
極
、的
.移
動
は
\

親
實
勞
、 

_

ヵ
0 ;

可
能
时
.

働
ヵ
べ
，6
變
化
ゼ
し
て
.現
は
れ
た
消
極
的
移
動
の
場
舍
の
芷
に
反
對
的
現
象
の
場
合
で
あ
る
。
ま

た
外
國
人
勞
響
へ 

の
來
住
も
積
極
的
較
動
に
屬
す
る
号
と
、：

且
つ
そ
れ
が
本
源
的
移
動
に
凰
す
る
こ
と
は
、
髀
に
前
節
の
.註

一

の

..內

に

述

べ

た

と

ー

こ

ろ

で

ノ 

あ
つ
て
、
此
處
に
繰
返
す
必
要
も
な
か
ら
う
o
- 

;
尙
ほ
：こ
0

積
極
、
消
極
の
孰
れ
に
し
て
\

不
演
全
移
猶
.麻
時
に
.地
域
移
轉
を
伴
4
^
^
^

I

地
域
移
轉
を
此
處
I

.

へ
I

 
土
は
，

.1

必
要
戈
龙
ら
ぅ
が
‘

私
屯
薄
ち
此
處
：ザ
は
生
產
政
露
觀
點
か
ら
、地
域
移
轉
を
完
全
移
動
の
：「

形
饌
ど
し
：て
<0

み
考
へ
：た
ハ
と
鼠
ふ
0 

■•
■

か
く
て
勞
働
移
動
の
形
態
を
ー
掛
し
て
示
せ
ば
ノ
次
ぎ
の
如
く
な
名
で
あ
ら
’

ぅ

人

丨

尙

ぼ

そ

わ

^

タ

に

就

い

ラ
 

だ
と
は
思
へ
な
い
が
、

一
定
の
名
稱
を
試
み
に
附
加
し
て
見
た
'°
.

'

: :
_

レ
y
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一)

完
全
移
動
|
(2
)

職
業
的
移
既
で
こ
の
色
々
な
複
合
形
態)

 

.

%

,

:

動
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動
f(

i

馨
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蒙

完
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動
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積

極
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移

動
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 國

人

勞

働
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c)

海
外
へ
の
勞
働
力
の
移
住

一(

口)

非
終
局
的
移
動…

•
失
業
、
そ
の
他
の
場
合 

私
は
本
論
で
は
勞
働
'移
動
の
原
因
に
觸
れ
る
と
こ
ろ
が
な
.か
つ
た
が

、
.移
動
の
.形
態
に
就
い
て
は
、
そ

の
發
生
の
原
因
に
從
つ
セ
と 

机
を

區
別
.げ
る
こ
と
も
亦
素
ょ
り
可
能
で
ぁ
办
、
そ
れ
は
吾
々
の
研
究
に
於
い
セ
は
有
意
_

の
こ
と
.で
も
ぁ
^

0-
し
か
し
こ
の
^

と
に 

就
い
て
は
、
何
れ
ま
た
別
の
機
會
に
問
題
し
て
見
た
い
と
思
ふ
。

喻

ほ

资

働
移
動
の
.概
念
を
，明

か

に

し

、

吾
々
の
，勞

働

移

軌

の

問

題

を

適

當

に

限

定

す

.る
こ
'と

は

、
|1
て
吾
々
の

問

題

'に

於

い

て

こ

れ 

2
關

聯

し

て

一

つ

の

重

要

さ

を

持

つ

て

ゐ

る

移

勤

率

の

計

算

方

式

に

關

說

す

る

こ

と

を

必

要

と

す

る

。

ま

た

事

實

移

動

率

の

ホ

算

は

勞 

勞
働
移
.動
'の
，槪
念
..：に
.就
：い
.て
：'

,

,

.
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、
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1
勞
働
移
動
の
縝
念
に
就
.い
て
. 

.

S

I

.

C

M

l

m

' o
v 

I

.'
一
 

働
移
動
の
概
念
と
問
題
の
限
定
に
依
つ
‘て
理
由
づ
け
ら
れ
，て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
■從
つ
て
吾
タ
比
本
論
の
叙
述
に
於
い
て
、
同
時
，に
移
動 

 ̂

;
一
 

;'

取
の
評
算
問
題
を
取
り
擧
げ
る
こ
と
に
依
つ
て
、
よ
り
よ
く
問
題
を
展
開
し
得
为
譯
け
で
あ
る
0

そ
し
て
^

た
13
5
:ロ，が
國
に
龙
竹
る
政
府 

一
 

並
に
諸
硏
究
者
に
於
け
る
勞
働
移
動
に
對
，す
る
見
解
，の
不
猶
定

、
無
自
覺
な
狀
態

を

、
こ
の
や
う
に
す
る
こ
と
に
依
つ
て
、
充
分
批
刺
-

:

ノ 

し
得
る
こ
と
、
な
る
の
：で
あ
る
が
、
こ
の
點
も
亦
暫
ら
く
別
‘の
機
# -

に
讓
り
た
.い
.と
思
ふ
。

.

.へ

：
へ' 

I 

以
上
の
如
く
に
し
て
*

本
論
に
於
け
る
.私
の
目
的
は
未
だ
充
分
{一

R

全
に
果
さ
れ
た
•の
で
は
な
い
が
、
此
處
：r e1

應
問
顧
を
打
ち
切
り 

( 

た
v >

と
思
ふ
。
そ
し
て
從
來
色
々
な
機
會
に
、
诳
に
度
ス
吾
が
國
杧
於
け
る
I

去
及
び
現
在
の
勞
働
移
動
問
題
を
取
り
擧
げ
て
來
た
私 

\ 

.

自
身
の
た
め
>
に
も
、
ま
た一
殺
の
讀
者
に
對
し
て
も
、
私
の
以
上
の
叙
述
に
顧
み
て
、
現
在
吾
が
國
1に
於
け
る
勞
働
移
動
問
題
の
中
心
. 

\ 

が
何
處
に
あ
，る
か
を
、■
簡
單
な
於
ら
此
處
に
指
摘
し
て
置
き
た
い
と
思
ふ
。
し
か
し
こ
の
•
問
題
に
入
る
前
に
、
今

一

度
問
題
にa

?

す

る

、

一
 

-

.
私
の
態
度
:5
:

明
言
レ
て
置
き
た
い
。 

，
 

•

•

、
 

へ
 

以
上
の
論
述
に
办
い
て
私
が
明
か
に
し
_よ
う
と
し
た
點
は
、
簡
單
に
い
■
へ
ば
、
'次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
'

即
ち
*

勞
働
移
動
の
問
題
は
. 

)

,

色
ダ
な
員
點
か
ら
取
.り
擧
げ
ら
れ
る
。
し
か
も
罾
1 &
現
象
は
必
ず
し
も
單
純
で
は
な
い
。
其
處
で
必
要
な
こ
と
は
、
先
づ
勞
働
罾
1&
に 

■

一
 

關
ず
る 

一•
般
的
h

碁
本
的
概
念
を
設
定
し
、
:更
ら
に
こ
れ
か
ら1,

般
的
，
抽
象
的
、
論
理
的
に
問
題
を
展
開
し
、
同
時
に
問
題
‘に

對

し
.

V

吾
.々

が
と
名
と
し
ろ
の
蕋
本
的
觀
點
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、.
こ
れ
に
依
つ
て一

歩
く
吾
々
の
問
題
を
限
定
し
よ
う
と
し
た
。
い

••
-'■
 

ひ
ー
換
ベ
れ
ば
、
私
の
問
題
に
對
す
る
•態
度
は
一
般
㈣

、
抽
象
的
立
場
か
ら
、
問
題
の
全
體
を
見
渡
し
な
が
ら
、
具
體
的
に
問
題
を
限
定
，

.

:

■

V

 : 

.

 

■

■

■

■

■

■

• '

 \

.

'

 
■

 

/

-

■

 

.

 

■ 

:
:

し
て
行
か
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
。

.

-.'

 

.

ぃ.
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'
•■•
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.
ち

フ
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.

.

.

.

-

.■
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,

こ
の
や
う
に
考
へ
る
こ
と
に
依
つ
て
、
然
ら
ば
現
在
吾
が
國
に
於
け
る
勞
働
移
動
に
關
す
る
中
心
的
な
問
題
が
、
.
何
肩
に
存
す
.る
^

.

:

考
へ
ら
れ
、
ま
た
象
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
。

■

:

令

日

り

戰

瞭

經

濟

體

嫺

：の

卞

^

於

い

：て> 
何
よ
^

^
重

要

饮

こ

ど

畤
_
:«
屋
業
と
し
て
の
拿
需
品
關
係
產
業
、
即
ち
、
'重H

'

 

&

部

門

と

仳

氣

エ

篥

私
&

鑛
％

霍——

吾

於

國̂

於

い

セ_
特

に

石

炭_
業
^

-

^於
£

ぶ
生
_

の
增
_

セ

あ

り' 
と

の

た

め

にこ 

.
ル

筹

の

坐#
:̂
門
ぬ
亂
っ
ー
て
批
_
:み
乾
呔
象
1

& :
# '
働
カ
ゼ
流
入
せ
し
め
、
.そ
か
.增

龙

せ

る

勞

働

力
！！

要

を

充

た

す̂
同
時(

に
;>
其

處 

か
ら
勞
働
カ
が
流
出
し
て
行
く
こ
と
を
極
度
に
押
へ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
0

そ
し
て
こ
の
や
う
な
重
點
主
義
的
生
龁
政
策
ば
、
勞
働
：に 

.關
す
る
限
り
、支
那
琪
齋
の
發
股
と
そ
の
長
期
化
と
世
ハ
に
、
漸
次
現
は
‘れ
て
來
た
勞
働
力
の
不
足
と
い
ふ
事
情
に
對
應
し
て
、
益
々
强
化
. 

さ
れ
，
蜇
要
視
さ
れ
て
來
だ
と
い
つ
て
い
X

。
勞
働
移
動
問
題
が
重
大
な
關
心
を
掛
た
れ
て
来
た
の 
1は
、
こ
の
や
う
な
事
情
の
裡
に
於 

い
て
^
^'
る
。 

, 

.

' 

.

•
 

.

.

，其
處
で
こ
の
や
う
な
狀
態
の
下
に
於
け
る
勞
働
移
動
問
題
に
對
し
て
、
，そ
の
中
心
的
な
問
題
ど
見
出
す
ヒ
と
が
、
.先
づ
吾
々
に
，と
づ
' 

て
蜇
要
で
あ
る
。
し
か
’し
こ
の
た
め
に
は
' 

い
ひ
，•換
へ
れ
ば
、
問
題
の
限
觉
、
中
心
的
問
題
と
周
邊
的
問
題
と
の
.區
別
の
た
め
に
は
、 

•最
初
に
吾
々
の
問
題
に
對
す
る
觀
撒
を
明
か
に
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
パ
吾
々
ひ
と
る
べ
き
は

明
か
に
坐
糜
政
策
的
觀
點
で
あ

り

、

，

 

且
つ
國
代
經
濟
的
觀
點
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
V

。
■そ
し
て
こ
れ
は
む
ろ
ん
異
論
の
尨
い
と
こ
ろ
，で
あ
る
。
次
ぎ
に
し
か
し
吾
々
.の
觀
點 

:

は
國
民
經
濟
全
體e

綜
合
的
觀
點
セ：

は
な
ぐ
•
'重

點

主

義

的

生

叠

政

策

^

應

t:
v

、

私

が

問

題

形

式

ぬ

丧

け

：
る

「

れ

る

處

」

:2
-
^

-

生
淹
部
門
の
稍
々
，狭
い
熵
阖
-に
限
定
し
な
け
れ
ば
な
b

な
W

。
そ
し
て
そ
れ
は
い
ふ
ま
で
も
尨
く
、
軍
■

品
關
係
生
齑
部
門
で
あ
る
。
し 

か
し
こ
の
や
う
に
限
定
し
て
も
、
先
き
に
も
述
べ
た
や
う
に
、
こ
れ
よ
り
も
よ
り
廣
い
考
察
に
於
い
て
そ
の
重
要
を
認
め
ら
れ
る
と
こ 

ろ
の
諸
々
の
問
題
が
、
ま
た
適
當
に
考
慮
^ '
れ
ね
ば
だ
ら
な
い
と
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

‘，
 

,

吾
々
の
觀
點
が
こ
の
や
う
に
稍
々
狹
い
考
察
を
要
請
す
る
と
す
れ
ば
、
此
處
に
於
け
る
勞
働
移
動
問
題
は
、
旣
に
先
き
に
述
べ
た
と 

i 

勞
勸
移
動
の
槪
念
に
就
い
て 

.三

三
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1
三
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ー)



蒡
恸
移
動V

槪
念
に
就
^,
て
.
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四
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こ
ろ
に
依
0,
;
て
、
先
づ
單
純
な
勞
働
カ
の
流
出
；

(

>
-
>

)

と
ぞ
の
流
出
人
9

^〕

で
あ
る
と
.見
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
勞
働
力
の
流
出
人
は 

勞
働
カ
の
流
出
と
流
入
と
の
差
と
し
て
.考
慮
.せ
ら
’れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
勿
論
生
產
の
增
'

k

が
常
に
要
請
せ
ら
れ
て
ゐ
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合
に
於
い
て
は
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一
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•で
は
流
入
の
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大
が
、
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方
.で
は
流
出
の
.減
少
が
期
待
ざ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
.今
日
の
狀
態
で
は
こ
.，
 

の
場
合
の
流
入
は
、
栘
励
の
形
態
か
ら
い
へ
ば
、丨
苒
珑
的
移
動
を
旣
に
殆
ん
ど
期
待
外
と
し
て
了
つ
て
居
り
、
他
の
生
產
部
門
か
ら
の
：：
 

完
全
移
動
.と
本
源
的
移
動
と
が
、
今
や
主
と
し
て
問
題
と
な
つ
で
ゐ
る
。
こ
の
勞
働
カ
の
流
入
に
對
し
て
、
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力
の
流
出
は
ど
の
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：-る
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勞
働
力
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出
で
ぁ
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し
.で
勞
働
力
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完
全
鐘
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消
極
的
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の

形

靡

に
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弋
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.ゅ

れ

：
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し
|か
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戰
時
經
濟
の
下
木
於
い
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>
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靡
に
重
敷
な
關
係
を
持
つ
も
の
と
し
て
現
は
れ
て
來
る
の
：ぼ
、
：先
次
非
終
局
的
移
動
中
の
兵
役
關
係
離
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脫
翁
で
ぁ
る
が
、
こ
れ
は
暫
ら
く
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慮
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置
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と
し
て
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に
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問
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る
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風
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け
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勞
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濟
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ら
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勞
働
カ
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全
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喪
失
.で
あ
つ
て
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勞
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カ
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問
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と
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呶
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あ
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殊
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愚
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は
重
大
な
問
題
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|
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な
い
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の
完
垒
移
動
が
常
に
煢
働
ヵ
の
：流
出
中
大
.
m
な

部

分

を

占

：め
：

.て
ゐ
：る
の
で
ぁ
る
が
、
‘そ

れ

奴

ま

た

生

產

の

，填

大 

.を
婆
請
さ
れ
、
ま
た
可
能
に
せ
ら
れ
る
生
.產
部
W

に
於
いV

、

特
に
增
大
す
る
傾
向
が
あ
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營
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；
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狀
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.
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於
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時
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產
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、
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產
の
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-
畫
的
遂
行
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^
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に
ま
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も
本
來
、
生
產
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縮
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猶
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ら
れ
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う
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•熟
練
工
の
間
に
廣
く
認
，め
ら
れ
る
や
ぅ
に
.た
.り
、
こ
の
內
に
所
謂「

，渡
り
も
の」

と
稱
せ
ら
れ
る
浮
動
勞
働
苕
の
出
現
を
蕃
明
な
ら
し
め 

て
ゐ
る
タ
そ
し
セ
こ
の
經
營
間
移
慟
ば
一
方
で
は
勞
齪
力
の
流
出
で
あ
つ
て
* '

同
時
に
他
方
で
は
勞
働
力
の
流
入
で
あ

り

、

從
つ
て
そ
. 

れ
は
.棵

本

昨

に

，は

勞

働

カ

の

流

出

と

し

.て
_捉
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
勞
働
力
の
流
出
自
體
，が
理
論
的
に
も
、
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.實
際
的
に
も
今
や
益
々
重
大
な
問
題
で
^.
る

と

見
做
さ
れ
ね
‘ば
な
ら
^

ぐ
な
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
や
ぅ
'に
し
て
、、
今
日
の
勞
働
移
動
問
題 

co
:
r#

心
ば
_

唐
重
# ;
乾
業
に
於
げ
^

勞
勸
ヵ
の
流
相
0

問
題
に
あ
冬
と
^

つ
，で
^'

今
.、•
此
處
で
私
は
こ
の
點
.に
關
聯
し
て
、
吾
が
國
に
於
け
る
勞
働
移
動
問
題
に
對
ず
.る
諸
見
解
を1

々
批
判
し
て
み
る
だ
け
の
餘
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を
持
つ
て
.ゐ
な
い
が
、
大
體
問
題
の
中
心
が
秘
が
右
に
指
摘
し
た
と
同

一

點
に
あ
る
と
見
做
さ
れ
て
ゐ
な
が
ら
、
未
だ
色
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な
點
に
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い
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匕
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必
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も
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と
い
ふ
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な
誠
に
不
明
確
な
見
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や
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題
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取
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扱
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方
が
猙

し
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。
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い
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が
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生
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ク
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れ
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ゐ
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と
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明
な
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の
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氣
づ
か
れ
て
ゐ
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翁
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心
民
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局
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要
產
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け
る
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働
力
の
流
出
に
あ
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と
考
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ら
れ
る
の
で
あ
る
が
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れ
が
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兀
金
勢
觀
移
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兵
役
關
猫
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四
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勞
働
カ
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し
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素
ょ
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れ
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あ
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中
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し
セ
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|
|次
的
な
、
ま
た
附
帶
的
な
問
題
と
し
て
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即
ち
、
.ょ
り
廣
い
意
味
で
の
勞
働 

移
動
問
題
と
し
そ
は
、
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々
が
次
ぎ
の
や
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な
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問
題
の
.現
に
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猜
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岑
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蜇
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。
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近
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問
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す
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就
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や
う
•な
意
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問
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置
く
こ
と
：も
、：
欢
し
：て
無
意
義
で
は
な
か 

ら
う
。
肥
ち 
>
 勞
働
务
動
問
題
は
現
實
.の
辍
濟
生
活
の
變
$
發
« :
:

にi

じ
'て
、
.：部

分

的

に

間

題

の

*

義

を

異

に

し

、ブ
ま
た
同
時
に
0

0 

の
範
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。
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營
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蜜
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蜇
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產
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て
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だ
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題
光
あ
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。
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問
題
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營
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濃
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營
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右
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營
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。
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熟
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あ
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：に̂

成
，さ
れ 

.
得
な
い
も
の
で.
あ
.
る
'
と
す
i t

ぼ
、
時
局
重
要
產
乘
に
麗
す
る
經
營
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簏
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營
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。
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問
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問
題
と
せ
ら
れ
た
が
、
現
に
ま
た
當
篇
問
題
と
な
り
得
る

0
0^

9
, 

H
.

 

S
t
u
d
d
e
r
s
,

 

.
.
D
i
e

 

F
a

o 'h
a
r
b
e
i
t
e
r
f
r
a
g
e

 

i
n
.

 

d
e
r

 

K
r
i
e
g
s
w
r
i
r
^
s
d
l
a
f
t
,

 

S
3
8

, 

s

K J
l
a
,

)

.
 

!

註

苏

ー

赏
^

に
於
け
名
從
榮
请
雇
入
淛
限
令
以
漱
め
移
軌
防
吡
方
- ^
ル
フ
皋
禱
揭
眞
要
產
策
ど
し
て
の
渾
需
品
掛
#

^
 

於
け
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勞
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从
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イ
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。
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榮
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こ
，
と

わ

り

な

く

、
，發
働
者
备
ん
ー
の
同
：

1
:
.齡
營
に
於
け
る
勤
. 

.
續
年
數
に
關
ず
ず
W

の
と
見
做
し
.て
.、
^

見
を
展
開
'1
>
七

：置

い

た

：
の

で

务

る

被

パ

右

の

.調

查

：に
於
け
：冬

被
#

の
勤
續
年
數
で
.は
.な
^.
。
與

*0
て
私
が
棒
に
^

場
及
.び
鑛
山
勞
慟
者
に
雜
す
る
瞰
和
ニ
：年
の
^

業
钜
數
別
統
|+
-
を
基
礎
.と
し
：た
所
.

論
は
、
'次
ぎ
の
如
く
訂
並
さ
：れ
：な
け
れ
ば
な
：ら
な』

>

'

.

:

.

:

-

.

'
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5
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.即
ち
、
就
業
年
數
は
長
く
と
：も
、
：そ
の
間
に
經
營
を
轉
々
'
'と
し
だ
勞
働
者
も
多
數
：に
あ
"る
：普

で

あ

づ
^̂

レ
 

> 

• 

. 

.
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-
t
v
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別
構
成
は
、
..
.就
®

年
激
別
構
成
ょ
办
も
"

が
動

の

間

題

か

ら

い

：
へ
泳

V

遙
如
に
非
理
想
的
脱
態
を
示
し
て
ゐ
た
箸
で
あ
るa

こ
れ
を
私 

:

が
示
し
た
第
二
翻(

1
1
:
1六
賓〕

に
就
い
'て
ふ
：へ

ば

、
鄭

和

ニ

年

の

3 :

場
勞
働
苕
承
び
鑛
_
勞
働
者
の
實
暌
わ
勤
續
％
數
§
奮

抒

：：大
1 £

.八
年
«>

エ

場

勞

働

者

，の

働

續

ギ

數

別

構

成

に

近

.い
：
' #
:線
を
承
し
.て
.
ゐ
：
た

だ

ら

ぅ

と

-―

む
ら
ん
と
れ
も
推
.定
で
あ
る
が—

者
へ
ね
ば 

な
ら
#

い
.
-:
0

い
.ひ
換
'へ
敎
ば
、、取
の
第
1
.ー

; 8
;に
：於
：̂
る
&
.線
^
 

從 

つ
ー
て
.私
の
'こ
，の
6'
.線
及
.び
ぶ
線
忙
關
す
る
灌
論
的
：雅
究
：は
、「

就
業
年
徵
別
_

威
が
勤
縷
^

.名
場
合
に
は
^

と
い
ふ
前
遞
條
件
を
與
へ
^

ル
^
 ̂

從
つ
て
こ
の
點
を
着
過
し
た
.こ
と
は
' 

私
の
最
も
大
き
な
缺
點 

で
..あ
.つ
た
。
其
處
.で
今
こ
€>
や

ぅ
.な
前
提
が
置
か
：れ
た

と

す

る

.と
、
f
e
の

右

の

理

論

^

推

究

か

ら
す
る
.現
實
理
解
は
ど
の
や
ぅ
に
な
る 

か
。
こ
れ
に
，關
す
る
詳
細
な
訂
正
は
、
旣
に
相
當
の
紙
數
を
費
し
た
後
.、
今
此
處
.で
こ
れ
を
行
ふ
ヒ
と
は
許
さ
れ
な
い
‘
の
で
、
そ
れ
は 

何
れ
別
の
機
會
に
讓
る
と
し
て
、
今
は
訂
正
さ
る
べ
き
若
モ
の
重
要
な
點
だ
け
ト
指
摘
し
て
置
ぎ
た
い
、。

勞
勘
诊
勧
の
梅
念
に
就.い

て
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勞
働
移
政0 ,
概
念
に
就.い
.て
' 
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四
二 

c

 

ニ
ー
一
六0

〕

H r
H

さ

，る
べ
き
第
一
の
.點
は
、h

場
發
働
款
忙
就
い
て
も
亦
鑛
山
勞
働
容
に
就
い
て
も
、
私
が
極
く
小
數
の
短
期
就
業
者
の
移
動
速 

度
が
莊
だ
大
で
あ
つ
て
、
.從
つ
て
，破
等
の
存
把
が
全
體
と
し
て
の

移

動

率

を

甚

だ

高

.め

て

ゐ

る

と

い
ふ
點
で
あ
る
.0

こ

れ

は

實

際

の

.勤
 

續
年
玫
別
糨
成
が
、
右
に
述
べ
た
や
ぅ
で
あ
る
な
ら
ば

、

即
ち
，
B

線
及
び
C

線
が
，も
つ
•と
A

線
に
近
い
と
す
る
な
ら
ば
"

そ
れ
.が
當 

然

餘

り

，
に
^

過
大
評
價
で
あ
る
.こ
と
が
、
容
易
■に
考
へ
ら
れ
得
る
こ
.と
•に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
過
大
評
價
で
あ
る
點
は
"
•
私
も
全
然
こ 

れ
を
認
め
な
か
っ
た
譯
け
で
は
な
か
つ
た
が(

四
六
頁
參
照〕

、
旣
に
私
か
四
四
I

四
五
頁
に
示
し
て
置
い
た
北
海
道
地
方
の
炭
曠
夫
.の 

■■
'
"在
此
期
間
別
赖
動
者
統
計
に
漱
ク
^

^

の
へ
理
論
的
推
摩
が
相
當
の
顏
太
評
親
粑
陷
り
^

ゐ
^

が
國
に
於
け
る
通
則
で
あ
り
、
し

か

も
ま
た
北
海
道
の
勞
働
者
の
移
動
率
が
他
地
方
の
も
の
.に
，比
し
て
寧
ろ
犬
で
あ

る

と
さ
へ
、
考

■
へ

ら

. 

’
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
翁
っ
て
右
の
北
海
道
炭
礦
夫
の
移
動
總
計
は
瓣
夫
全
體
の
事
梢
を
旣
に
幾
分
か
大
き
く
さ
へ
示
し
て
居
る
も
の
で
. 

あ

る

と
海
へ
ね
ば
な
.ら

な

い

。
さ
，ぅ
す
る
と
*
昭
和
ニ
年
の
鑛
夫
移
動
容
中
八
六
*
八
^
の
も
の
が
一
年
以
下
の
勤
，續
者
.で
あ
.る
.と
.の
私 

の
推
^

ま
，、
旣
.に
少

く

と

も
ニ

六

入

交
00
6
00—

6
0
0
=
2
6
,

00)

は
明
か
に
過
大
評
價
で
あ
る
と
斷
定
し
た
方
が
、
寧
ろ
正
し
いI

I

け

で

，
 

あ
る
。
こ
れ
が
訂
正
さ
る
べ
き
第
一
の
址
要
な
點
で
あ
る
。 

.

'
 

.

'

1

第
二
に
、
同
様
に
し
て
訂
IH
さ
る
べ
き
點
は
、
第
四
節
の
性
別
移
動
率
の
考
察
で
あ
.る
。
.旣
に
實
際
.の
勤
續
年
數
別
構
成
が
3

、

0
 

線
井
に
A

に
近
v>
•と
考
へ
ら
れ
る
と
：す
れ
ば
、
第
三
圖
及
び
第
四
圖
に
於
け
る
，肋
線
は
總
て
も
つ
と
急
降
下
線
形
態
の
^

の
と
レ
て
、

:

、
實

際

：
に
^

考

：
へ̂
^

^-
^ .
:^

レ

象

る0

^

し

そ

^

:

短

期

勤

續
 

者
に
關
し
で
は
、，
扔
エ
の
曲
線
が
女
工
の
曲
線
に
近
く
、
或
は
寧
ろ
こ
れ
ょ
り
も
も
つ
と
急
降
下
線
を
形
成
す
る
.か
も
知
れ
な
い
と
考 

へ
る
べ
き
で
あ
る
し
觅
ら
に
鑛
夫
に
就
ぃ
て
は
、
女
鑛
夫
は
兎
'も
街
’と
し
.
て
、
•
少
く
と
も
男
鑛
夫
の
的
線
は
遙
か
に
-A

線
に
、近V

、

或

は
<

線
以
上
で
あ
^

か
^

知
れ
^
>
:實

際

：の
：
栘

勸

.率

か

ら

考

へ

士
^

、
；
^

形
成
し
て
ゐ
だ
ら
5

と
も
見
ら
れ
る
-<
>
.
'そ
れ
故
に
鑛
山
勞
_

者

の

移

動

率

の

；大

な

_る
こ
么
に
對
し
て
は
、
與
鑛
夫
の
-移
動
率
の
次
な
る 

こ
と
が
，
私
の
考
べ
た
も
の
ゼ
り
も
更
ら
：に
强
調
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
っ
ー
た
の
せ
ぱ
&

い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
但
し
こ
の
點
は
も
う 

.少
し
現
實
の
資
料
を
以
づ
，て
補
は
れ
る
ゼ
と
が
必
要
で
あ
る
が
'.
ま
た
エ
場
勞
働
者
の
移
動
率
の
大
な
る
理
曲
と
し
て
、
私
が
女
工
の 

，移
動
率
の
’相
當
に
大
き
い
こ
と
に
結
論
を
持
っ
て
行
っ
た
の
は
寧
ろ
<
誤
謬
に
近
い
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
點
は
、
少
く
と 

も
私
の
理
論
的
推
究
が
先
き
の
前
提
_

の
下
に
於
い
て
相
當
に
現
實
か
ら
離
れ
て
ゐ
る
以 

1上

、
確
か
に
訂
正
さ
れ
ね
ば
散
ら
尨
い
。 

そ
し
て
同
時
に
男
工
の
移
動
率
を
も
っ
と
大
き
く
評
價
す
べ
き
で
あ
っ
，た
で
，あ

ら

う

。

以
上
ニ
っ
の
點
以
外
に
も
■
未
だ
多
少
と
も
訂
：止
す
ぺ
き
點
も
あ
る
が
、
そ
れ
等
は
左
程
重
要
で
も
な
く
、
此
處
'

k

私
が
私
の
見
解 

を
ょ
b

正
確
に
す
る
た
め
に
斯
ち
込
ん
だ
理
論
的
他
究
の
前
提
條
件
を
明
確
に
把
持
し
て
戴
け
ば
、
恐
，ら
く
讀
者
を
誤
ら
す
ど
と
も
少
：
 

な
い
♦た

ら

う

と
思
は
れ
る
の
で
、
そ
れ
は
他
日
書
き
直
す
こ

と

と
し
て
、
此
獻
で
筆
を
掘
き
た
い
•と
思
ふ
.。

 

：

尙
ほ
と
の
訂
正
文
は
本
誌
九
月
號
に
褐
載
し
、
■睛
漭
に
對
し
て
私
の
不
才
を
わ
び
る
笹
で
あ
っ
た
、が
、
色
々
な
理
凼
で
そ
の
機
會
を 

先
し
た
こ

と

を
：
®
だ
遺
憾
に
思
っ
て
ゐ
る
o (

終
り)
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